
雅楽師東儀文均と尾張・美濃・三河

稽
古
也
」
等
、
習
田永
覚
正
寺
」
に
入
門
し
、
笛
を
学
ん
だ
。
こ
の
富
永
正
覚

寺
は
、
東
儀
文
均
が
出
張
稽
古
に
訪
れ
た
、
名
古
屋
玉
屋
町
の
雅
楽
の
拠
点
の

一
つ
覚
正
寺
と
結
び
つ
い
て
い
た
。
元
々
覚
正
寺
は
、
富
永
村

（現
名
古
屋
市

中
川
区
）
に
あ

っ
た
。
、
元
和
年
中
に
玉
屋
町
に
移
転
し
た
が
、
富
永
村
に
も

覚
正
寺
は
残

っ
た
。名
古
屋
と
富
永
村
の
覚
正
寺
は
同
根
で
あ
り
、雅
楽
を
行

っ

て
不
思
議
で
は
な
い
。
服
部
績
の
師
匠
は

「
富
永
寂
静
坊
」
で
、
嘉
永
四
年

十
二
月
二
十
八
日
に
は

「富
永
先
生
取
次
之
京
都
入
門
伝
授
之
折
紙
、
了
円
坊
、

房
次
郎
、
逸
三
郎
、　
一
昨
日
長
二
郎
、
初
太
郎

へ
被
相
渡
、
今
日
落
手
」
と
の

記
事
が
あ
る
。
服
部
績
等
は
、
富
永
寂
静
坊
の
取
次
で

「京
都
入
門
伝
授
之
折

紙
」
を
入
手
し
た
。
京
都
の
三
方
楽
所
の
楽
人
の
誰
か
と
結
び
つ
い
て
い
る
こ

と
が
理
解
で
き
る
。
こ
れ
が
東
儀
文
均
か
ど
う
か
は
わ
か
ら
な
い
。
文
均
の
『楽

所
日
記
』
に
記
載
さ
れ
な
い
、
尾
張
の
豪
農

・
寺

・
在
村
医
師
等
が
熱
心
に
雅

楽
稽
古
を
し
て
い
る
事
実
こ
そ
が
重
要
だ
と
思
う
。
『名
古
屋
市
史
』
風
俗
編

や
清
水
禎
子
論
文
は
、
名
古
屋
城
内
東
照
宮
、
熱
田
神
官
、
尾
張

一
官
等
で
雅

楽
が
行
わ
れ
、
ま
た
そ
の
師
匠
家
の
三
方
楽
人
も
東
儀
家
以
外
に
幅
広
い
こ
と

を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
服
部
家
の
場
合
、
服
部
凱
と
績
の
二
代
に
わ
た
り
国

学
を
学
び
、
凱
は
尾
張
藩
校
明
倫
堂
教
授
並
の
鈴
木
肢
を
招
き
、
そ
の
講
話
記

録
を
残
し
て
い
る
。
績
も
そ
の
例
に
倣
い
、
尾
張
藩
に
当
時
明
倫
堂
典
籍
久
座

で
あ

っ
た
植
松
茂
岳
の
廻
村
講
話
を
嘆
願
し
て
い
る
。
三
河
西
尾
城
内
御
剣
人

幡
宮
榊
主
新
家
筑
後
守
千
足
が
嫡
男
甲
斐
守
を
植
松
茂
岳
に
入
門
さ
せ
た
こ
と

を
結
び
つ
け
る
と
、
雅
楽
と
国
学
の
幅
広
い
裾
野
を
展
望
す
る
こ
と
が
で
き
る

よ
う
に
思
う
。

一二
上ハ

注①

『名
古
屋
芸
能
史
』
前
編

（文
化
財
叢
書
第
５‐
号
）。

②

名
古
屋
の
雅
楽
関
係
は

『名
古
屋
市
史
』
風
俗
編
に
よ
る
。

③

『海
部
津
島
人
名
事
典
』
。

④

『愛
知
県
史
』
資
料
編
近
世
学
芸
付
録
門
人
帳
Ｃ
Ｄ
。

⑤

清
水
禎
子

「尾
張
に
お
け
る
奏
楽
人
の
活
動
に
つ
い
て
」
含
序
野
俊
彦
編

『尾
張
藩
社
会

の
総
合
研
究
』
二
所
収
）。

⑥

磯
野
直
秀

・
田
中
誠

「尾
張
の
嘗
百
社
と
そ
の
周
辺
」
令
慶
應
義
塾
大
学
』
紀
要
配
４７
）

⑦

こ
の
時
期
の
尾
張
藩
士
に
つ
い
て
は
、
嘉
永
五
年

「家
中
い
ろ
は
寄
」
に
よ
る
。

③

『名
古
屋
市
史
』
人
物
編
、
大
野
正
茂
編

詢高
須
藩
人
物
略
誌
』
。

②

大
野
正
茂
編

『高
須
藩
人
物
略
誌
』
。

⑩

『名
古
屋
市
史
』
人
物
編
。
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の
植
松
茂
岳
に
入
門
さ
せ
た
と
羽
田
野
に
伝
え
て
い
る
。
植
松
茂
岳
は
⑩
、
有

信
の
養
子
で
、
本
居
大
平
門
人
で
あ
る
。
本
居
宣
長
門
人
で
尾
張
藩
校
明
倫
堂

教
授
並
で
あ

っ
た
鈴
木
脹
が
天
保
八
年
死
去
後
、
明
倫
堂
典
籍
次
座
と
し
て
明

倫
堂
で
国
学
を
講
じ
た
。
後
に
明
倫
堂
教
授
、
同
国
学
教
授
と
な
っ
た
。
三
河

幡
豆
郡
寺
津
八
幡
官
神
主
の
渡
辺
政
香
も
、
羽
田
野
敬
雄
と
交
友
が
深
く
、
江

戸
の
平
田
家
に
も
出
入
り
し
た
が
、
植
松
茂
岳
の
門
人
で
も
あ
る
。

二
項
目
は
熱
田
榊
宮
の
舞
楽
の
件
で
あ
る
。
毎
年
三
月
十
五
日
に
行
わ
れ
た
。

新
家
千
足
は
、
こ
れ
を
見
て
見
事
な
も
の
と
羽
田
野
に
書
き
送

っ
て
い
る
。
昇

台
の
様
子
や
組
曲
な
ど
詳
し
く
記
し
て
い
る
。
熱
田
神
宮
の
舞
楽
は

『名
古
屋

市
史
』
風
俗
編
が
詳
し
い
が
、
舞
台
の
様
子
な
ど
は
記
し
て
い
な
い
の
で
、
新

家
千
足
の
書
状
は
貴
重
で
あ
る
。
『楽
所
日
記
』
に
東
儀
文
均
が
熱
田
神
宮
の

楽
人
の
指
導
に
来
て
い
る
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
新
奈
千
足
も
、
熱
田
神
宮

の
楽
人
と
交
友
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

こ
の
書
状
を
見
る
と
、
新
家
千
足
等
西
三
河
の
人
々
と
名
古
屋
と
の
繋
が
り

が
深
い
こ
と
が
理
解
で
き
る
。

お
わ
り
に

南
谷
論
文
と
東
儀
文
均
の

『楽
所
日
記
』
を
参
考
に
、
美
濃
高
須
の
吉
田
家

の
書
状
、
三
河
西
尾
御
剣
入
幡
宮
榊
主
新
家
千
足
の
羽
田
人
幡
宮
神
主
で
平
田

派
国
学
者
の
羽
田
野
敬
雄
に
宛
て
た
書
状
を
読
み
解
い
て
み
た
。
東
儀
文
均
が
、

美
濃
高
須
の
吉
田
家
、
名
古
屋
の
尾
張
藩
年
寄

（家
老
）
大
道
寺
家
、
浄
信
寺
、

覚
正
寺
等
、
ま
た
三
河
西
尾
の
新
家
家
に
集
中
的
に
出
張
稽
古
に
出
て
い
る
背

景
と
実
態
も
書
状
で
明
ら
か
に
で
き
た
と
思
う
。
こ
の
中
で
特
に
、
新
家
千
足

の
妻
が
、
三
方
楽
所
楽
人
の
芝
家
か
ら
来
て
い
る
こ
と
は
、
想
定
で
き
な
か
っ

た
新
事
実
の
発
見
で
あ

っ
た
。
東
儀
文
均
が
当
初

「親
類
」
で
あ
る
こ
と
が
不

思
議
な
気
が
し
た
が
、
東
儀
文
均
自
身
が
芝
家
の
出
身
で
、
東
儀
家
の
養
子
で

あ
る
こ
と
、
新
家
千
足
の
妻
と
文
均
の
実
父
が
従
姉
妹
で
あ
る
こ
と
が
確
認
で

き
た
こ
と
は
、
重
要
な
知
見
で
あ

っ
た
。
た
だ
、
新
家
千
足
の
家
に
、
楽
人
芝

家
の
娘
が
嫁
し
た
理
由
と
背
景
に
つ
い
て
は
、
尚
解
く
べ
き
課
題
と
し
て
残
る
。

ま
た
、
「
は
じ
め
に
」
で
ふ
れ
た
清
水
禎
子

「
尾
張
の
奏
楽
人
の
活
動
に
つ

い
て
」
は
、
本
稿
と
合
わ
せ
て
見
る
こ
と
で
、
よ
り
幅
広
い
尾
張
の
雅
楽
の
世

界
が
理
解
で
き
る
と
思
う
。
ま
た
坪
内
淳
仁

「近
世
後
期
豪
農
層
の
文
化
展
開

と
茶
の
湯
―
尾
張
国
海
西
郡
荷
之
上
村
服
部
弥
兵
衛
家
に
み
る
」
は
、
尾
張
の

豪
農
の
茶
の
湯
を
焦
点
に
し
て
、
そ
こ
に
尾
張
藩
の
御
茶
道
、
御
数
寄
屋
頭
の

平
尾
数
也
が
指
導
に
来
て
い
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
そ
れ
と
と
も
に
、

こ
の
論
文
で
は
、
豪
農
服
部
家
周
辺
の
雅
楽
に
つ
い
て
も
明
ら
か
に
し
、
服
部

家
九
代
績

（逸
三
郎
）
の

「
雑
略
記
」
か
ら
次
の
事
実
を
紹
介
し
て
い
る
。

嘉
永
三
年

（
一
人
五
〇
）
四
月
二
十
四
日

「昼
後
よ
り
周

一
同
道
、
制
浦
専
念

寺
江
笙
稽
古

二
行
」
、
同
二
十
五
日

「今
日
も
逸
三
郎
専
念
寺
行
、
笙
稽
古
也
」

同
工
月
二
日

「午
後
逸
三
郎
専
念
寺
行
、
笙
稽
古
」
同
三
日

「専
念
寺
、
了
円

坊
、
周

一
、
石
田
玉
泉
寺
、
香
兵
葛
城
祐
願
寺
、
私
宅
江
笙
稽
古
初
会
入
来
」

同
四
日

「笙
稽
古

一
同
入
来
」
嘉
永
四
年
二
月
二
十
三
日

「楽
稽
古
、
例
之
人

別
入
来
」等
、服
部
讃
が
笙
を
嗜
み
、周
辺
の
仲
間
と
雅
楽
を
行

っ
て
い
る
。
「周

一
」
は
、
服
部
家
に
医
師
と
し
て
出
入
り
し
た
五
之
三
村
の
村
瀬
同

一
、
「専

念
寺
」
は
服
部
森
の
菩
提
寺
、
「
石
田
玉
泉
寺
」
は
、
海
西
郡
石
田
村
の
寺
院

だ
と
い
う
。
こ
の
笙
の
師
匠
の
系
統
は
明
か
で
は
な
い
が
、
服
部
績
は
、
同
時

期
に
笛
も
習
っ
て
い
る
。
嘉
永
四
年
七
月
二
十
四
日

「逸
三
郎
、
了
円
坊
、
一房

次
郎
同
道
、
富
永
覚
正
寺

へ
行
入
門
、
弐
朱
持
参
、
入
夜
帰
ル
」
、
同
人
月
三

日

「
未
明
よ
り
富
永
江
行
」
、
同
八
月
十
日

「未
明
よ
り
逸
三
郎
富
永

へ
行
、

房
二
郎
不
参
、
了
円
坊
卜
両
人
也
」
、
同
十
二
月
二
日

「逸
三
郎
富
永
行
、
笛
　
　
３８

一二
五



来
之
御
条
拝
見
仕
、
御
同
慶
至
極
奉
歓
候
、
右

二
付
私
共
二
も
奉
納
等
被
仰
越

奉
畏
候
、
尾
州

二
は
彼
是
催
候
文
庫
も
出
来
候
得
共
、
外

二
未
た
承
不
申
、
誠

御
大
切
奉
賀
候
、
小
子
方
も
昨
春
以
来
色
々
心
組
仕
、
在
来
之
書
物
を
増
申
度
、

追
々
文
庫
学
問
所
再
建
之
催
専
ら
二
御
座
候
得
共
、
未
夕
用
度
之
差
支

二
而
困

入
申
候
、
何
卒
存
意
を
合
相
達
し
申
度
祈
候

（略
）
一
、
御
賀
之
集

（文
庫
創
設
）
拝
見
被
仰
付
拝
見
仕
、
城
内

（西
尾
）
之
衆
中

も
相
望
候

二
、　
一
覧

二
差
出
甚
延
引
恐
入
候
、
（略
）
東
儀
江
州
も
内
話
六
ッ

敦
義
有
之
時
節

二
而
、
誠
以
折
角
六
ッ
敷
其
義
出
来
申
遣
し
難
く
、
歌
数
も
出

来
兼
重
々
御
気
之
毒
千
万
奉
存
候

（略
）

一
、
古
道
大
意

（平
田
篤
胤
著
）
御
差
送
り
難
有
拝
受
仕
候
、
未
取
込
得
と
熟

覧
不
仕
候
得
共
、
宜
敷
書
二
奉
存
候
、
右

一
統

二
相
廻
し
望
之
仁
御
座
候
ハ
は
、

猶
又
可
申
上
奉
願
上
候
様
可
仕
奉
存
候
、
則
代
金
拾
弐
匁
差
上
申
候
、
御
落
掌

奉
願
上
候
、
山
々
御
礼
申
上
候

（後
略
）

羽
田
野
敬
雄
は
、
嘉
永
元
年

（
一
人
四
人
）
に
羽
田
八
幡
官
境
内
に
羽
田
文

庫
を
創
設
し
、
多
く
の
人
々
に
書
物
の
献
納
を
依
頼
し
た
。
新
家
千
足
に
も
そ

の
依
頼
を
し
た
よ
う
で
あ
る
。
千
足
も
西
尾
城
内
の
御
飢
人
幡
宮
に
学
問
所
と

文
庫
を
再
建
し
た
い
と
い
う
。
羽
田
文
庫
創
設
の
賀
集
に
、
新
家
千
足
は
京
都

方
面
の
親
類
筋
、
東
儀
文
均
に
も
和
歌
を
依
頼
し
よ
う
と
す
る
が
、
何
か
東
儀

に

「難
し
い
」
件
が
で
き
た
の
で
、
依
頼
は
無
理
だ
と
し
て
い
る
。
次
の
項
で

は
、
羽
田
野
か
ら
廻
つ
た
平
田
篤
胤
著

『古
道
大
意
』
の
代
金
十
二
匁
を
支
払

う
と
と
も
に
、
周
辺
の
人
々
に
も
紹
介
す
る
と
い
う
駒

⑦
史
料
七
、
（天
保
十
五
年
か
）
三
月
十
九
日
付

三
四

（前
略
）

一
、
平
田
大
人
神
さ
り
ま
し
候
旨
、
お
し
き
義

二
奉
存
候
、
右
御
い
た
ミ
の
御

歌
為
御
見
被
下
、
難
有
拝
見
仕
候
、
日
頃
御
歌

ハ
不
被
遊
哉
と
奉
存
候
処
、
甘

心
成
御
歌
奉
存
候

右
之
御
書
物
い
つ
か
御
返
可
申
上
候
処
、
旧
冬
よ
り
殊
の
外
取
込
、
心
配
之
義

共
繁
多

二
出
来
仕
、
誠
二
以
延
引
之
段
御
断
候
、
方
々
御
礼
申
上
候
、
甲
斐
守

（新
家
千
足
嫡
男
）
よ
り
も
呉
々
御
礼
申
上
候
、
甲
斐
守
義
も
当
春
植
松
庄
左

衛
門
茂
岳

（本
居
大
平
門
人
、
尾
張
藩
校
明
倫
堂
教
授
）

へ
入
門
為
仕
候

（書

物
略
）

一
、
当
三
月
十
五
日
、
熱
田
舞
楽
拝
見

二
参
り
申
候
処
、
見
事
成
義

二
御
座
候
、

九
ツ
時
過
始
り
七
ツ
頃
相
済
候
、
曲
数
左
之
通
御
座
候
、
尤
十
三
・四
年
め
二
て
、

同
組
曲
二
相
成
侯
旨
、
よ
く
沢
山
二
出
来
侯
と
奉
存
候
、
勅
使
殿
拝
殿
之
間
二
、

三
間
四
方
白
木
舞
台
候
、
其
左
右

二
太
鼓
の
台
、
上
二
も
舞
台
と
同
く
、
ら
ん

か
ん
昇
り
た
ん
付
候
、
太
鼓
ハ
大
キ
成
物

二
御
座
候

振
鉾
　
　
央
官
楽
　
　
仁
和
楽
　
　
　
甘
州
　
　
　
林
歌
　
　
納
蘇
利

陵
王

退
出
長
慶
子

右
之
通
御
座
候
、
東
西
之
楽
屋
よ
り
隔
呑
二
有
之
ハ
、
雨
天
二
候
得
共
舞
台

ニ

而
相
済
候
、
大
宮
司
家
衣
冠
野
剣
為
持
、
若
大
宮
司
ハ
裏
付
狩
衣
二
而
勅
使
殿

二
着
座
し
候
、
榊
官
衆
頭
人
と
見

へ
拝
殿
東
西
二
着
座
被
致
候

（以
下
、
略
）

平
田
篤
胤
死
去
の
哀
悼
歌
を
羽
田
野
敬
雄
が
送

っ
て
い
る
。
篤
胤
死
去
は
、

天
保
十
四
年

（
一
人
四
三
）
閏
九
月
な
の
で
、
三
月
二
十
九
日
付
の
、
こ
の
書

状
は
天
保
十
五
年
の
も
の
だ
と
思
わ
れ
る
。
新
家
千
足
は
、
羽
田
野
を
介
し
て

平
田
国
学
に
関
心
が
あ
る
よ
う
で
あ
る
。
し
か
し
、
嫡
男
の
甲
斐
守
を
名
古
屋
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座
奉
恐
賀
候
、
私
宅
無
異
儀
罷
在
申
候
、
乍
憚
尊
慮
易
思
召
可
被
下
候
、
先
達

而
は
京
都
向
服
受
方
之
趣
、
御
認
被
成
下
千
万
難
有
仕
合
奉
存
候
、
如
仰
東
儀

等
兄
弟
之
受
方
、
御
認
越
之
通
二
御
座
候

（略
）

羽
田
野
か
ら
の
京
都
関
係
の
件
に
つ
い
て
は
、
東
儀
に
確
認
を
し
て
い
る
よ

う
で
あ
る
。

⑤
史
料
五
、
（嘉
永
七
年
か
）
人
月
十
日
付
、
羽
田
野
敬
雄
宛
新
家
千
足
書
状

（前
略
）

扱
旧
冬
御
借
被
下
候
清
国
江
エ
ギ
リ
ス
船
来
り
乱
妨

一
件
之
末

二
、
田
原
渡
辺

主

（渡
辺
畢
山
）
、
近
年
被
仰
出
候
打
払
等
被
仰
出
候
而
は
後
来
怨
を
結
不
可

然
由
、
彼
是
被
申
御
咎
之
段
恐
入
候
儀
二
御
座
候
処
、
此
度
諸
大
名
小
名
方
江

右
渡
辺
氏
存
慮
之
通
御
触
御
座
候

（日
米
和
親
条
約
か
）
定
而
御
地
御
城
主
様

江
も
御
触
有
之
候
儀
、
御
家
中
方

二
而
御
覧
被
遊
候
儀
と
奉
存
候
、
私
も
鳥
渡

一
見
仕
候
、
未
た
委
敷
ハ
不
見
候
、
秋
の
錦
二
禁
中
を
う
ち
と
申
、
遠
の
ミ
か

ど
を
上
と
被
申
候
儀
、
御
心
付
之
趣
御
尤
千
万
之
義
奉
存
候
、
何
事
も
右
之
久

第
二
て
誠

ニ
ー
ー
恐
多
義

二
奉
存
候
、
乍
内
々
本
居

（宣
長
）
故
大
人
も
、
書

物
ニ
ハ
体
能
御
敬
厚
候
義
と
も
、
殊
勝
之
事

二
被
為
認
候
得
共
、
植
松

（有
信
・

文
化
十
年
死
去
）
故
大
人
杯
直
面
二
被
申
義
な
ど
聞
ク
に
、
忍
ひ
難
き
義

二
御

座
候
、
本
居
大
人
も
直
面
二
而
は
背
候
哉
と
奉
推
察
候
、
何
卒
―
―
皇
国
学
栄

候
様
御
同
意
奉
祈
候

（中
略
）

一
、
御
所
御
舞
御
覧

ハ
御
拝
見
御
座
候
哉
、
私
ハ
心
懸
候
得
共
、
正
月
之
事
故

未
た
拝
見
不
仕
候
、
娘
共
ハ
年
々
紫
震
殿
之
御
縁
上
二
而
拝
見
仕
申
候
、
右
楽

人
衆
名
前
宝
暦
五
年
よ
り
年
々
の
名
前
帳
御
座
候
処
、
是
も
引
破
り
残
へ
ん
御

座
候
間
、
若
し
御
拝
見
も
御
座
候
節
之
御
心
得

二
も
相
成
哉
可
存
、　
一
年
之
処

写
入
高
覧
候

（略
）
右
之
内
、
寛
葛

（南
都
方
楽
人
芝
家
、
龍
笛
、
左
舞
）
ハ

小
子
妻
祖
父
二
御
座
候
、
正
四
位
下
大
隅
守
二
御
座
候
、
父
越
前
守

ハ
葛
能
と

申
、
右
之
内
ニ
ハ
無
之
従
四
位
上
二
而
卒
申
候

（後
略
）

最
初
の
項
で
、
渡
辺
単
山
が
咎
め
を
受
け
た
が
、
現
在
で
は
単
山
の
意
見
通

り
の
触
を
幕
府
が
大
名
小
名
に
出
し
、
新
家
千
足
も
見
た
と
の
こ
と
。
日
本
と

外
国
と
の
関
係
は
、
本
居
宣
長
も
書
物
に
は
、
天
皇
を
尊
重
し
て
い
る
が
、
弟

子
で
あ
る
名
古
屋
の
植
松
有
信
に
直
接
面
会
し
て
見
解
を
聞
く
と
、
そ
う
で
も

な
い
よ
う
で
あ
る
。
ど
う
か
、
皇
国
学
が
栄
え
る
よ
う
に
し
た
い
。
新
家
千
足

の
立
場
は
、
外
国
に
対
し
て
は
、
強
気
で
あ
り
、
羽
田
野
が
信
奉
す
る
平
田
学

に
近
い
よ
う
で
あ
る
。

二
項
目
は
、
新
家
千
足
の
妻
の
出
身
に
関
す
る
件
が
興
味
深
い
。
「御
所
御

舞
御
覧
」
は
、
娘
た
ち
が
、
紫
震
殿
の
縁
上
で
毎
年
み
て
い
る
。
宝
暦
五
年

（
一
七
五
五
）
か
ら
の
楽
人
の
名
前
帳
が
あ
る
が
、　
一
年
分
の
写
し
を
さ
し
あ

げ
る
。
そ
こ
に
出
て
い
る
寛
葛
は
、
新
家
千
足
の
妻
の
祖
父
、
葛
能
は
妻
の
父

だ
と
い
う
。
つ
ま
り
、
妻
の
実
家
は
三
方
楽
所
の
南
都
方
楽
人
で
、
祖
父
が
正

四
位
下
大
隅
守
芝
寛
葛
、
父
が
従
四
位
上
越
前
守
芝
葛
能
で
あ
る
。
東
儀
文
均

は
、
東
儀
家
の
養
子
で
、
元
は
芝
葛
起
の
三
男
で
芝
葛
具
を
名
乗

っ
て
い
た
。

文
均
の
実
父
芝
葛
起
の
祖
父
が
芝
寛
葛
、
葛
起
の
叔
父
が
葛
能
で
あ
る
。
新
家

千
足
の
妻
は
、
文
均
の
実
父
葛
起
の
従
姉
妹
で
あ
る
。
新
家
千
足
が
東
儀
文
均

を

「近
親
」
と
い
う
の
は
、
こ
の
血
縁
関
係
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
新
家
千
足

の
娘
が
、
紫
震
殿
の
縁
上
で
舞
楽
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
の
も
、
妻
方
の
実
家

南
都
方
楽
人
芝
奈
と
天
王
寺
方
楽
人
東
儀
家
の
縁
戚
関
係
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

⑥
史
料
六
、
（嘉
永
元
年
）
人
月
十
四
日
付
、
羽
田
野
敬
雄
宛
新
家
千
足
書
状

（前
略
）
貴
社
御
境
内

二
御
文
庫
御
催
し

二
相
成
、
既

二
御
用
度
も
多
分
御
出

一一一一一一
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儀
等
よ
り
取
持
遣
候
処
、
さ
し
た
る
家

ニ
ハ
無
之
哉
と
奉
存
候
処
、
近
頃
親
類

書
東
儀
よ
り
差
遣
候
処
、
婿
内
匠
姉
ハ
下
鴨
榊
主
泉
亭
三
位

（梨
本
俊
益
）
妻
、

北
面
山
形
加
賀
守
、
岩
倉
御
門
主
様

（実
相
院
）
御
侍
三
好
筑
前
介
、
禁
裏
御

板
元
岸
織
部
、
親
類
書
二
載
居
候
、
（立
川
）
内
匠

（十
五
歳
）
父
主
税
伯
母
、

一
条
故
准
后
様
を
御
誕
生
申
候
よ
し
、
内
匠
義
も
御
侍

二
も
御
取
立
も
可
有
之

と
内
聞
も
申
越
候
、
右
内
縁

二
付
御
簾
中
様

一
件
も
、
早
々
内
々
申
越
候
間
、

祭
礼
差
急
キ
候
得
共
、
御
停
止
差
掛
り
申
候
、
先
達
而
も
申
上
候
、
愚
妻
妹
梅

官
三
位
榊
主

（橋
本
順
福
）
江
嫁
し
、
又
下
鴨
三
位
家
も
近
縁
二
相
成
、
私
共

三
位
之
神
主
両
所
有
之
は
、
田
舎

二
珍
敷
冥
加
至
極
と
歓
奉
存
候
、
右
等
之
儀
、

外

へ
申
候
而
ハ
相
別
不
申
候
得
共
、
御
懇

二
付
内
々
序
二
申
上
候
、
御
承
知
之

通
、
三
位
神
主

ハ
皇
国
中
二
数
程
か
無
之
候
義
、
珍
敷
と
奉
存
候
、
思
之
外
成

家
と
此
節
驚
奉
存
候
、
右
之
段
申
上
度
、
如
此
御
座
候
、
秋
暑
随
分
御
厭
可
被

遊
候
様
奉
存
候
、
以
上

（以
下
、
略
）

最
初
の
部
分
は
、
遠
州

一
之
宮
に
嫁
ぐ
予
定
で
あ

っ
た
飛
鳥
井
本
の
姫
が
死

去
し
た
の
で
、
親
成
の
東
儀
文
均
を
介
し
て
他
家
を
尋
ね
た
と
こ
ろ
、
宮
様
や

相
国
様
御
近
親
や
、
加
賀
侯
縁
家
も
あ
が
っ
た
と
あ
る
。
東
儀
は
、
公
家
と
交

流
が
あ
り
、
新
家
千
足
に
対
し
姻
戚
関
係
の
仲
介
を
し
て
い
る
こ
と
が
注
目
さ

れ
る
。
人
の
項
は
、
新
家
千
足
の
娘
の
婚
姻
に
関
し
て
の
件
で
あ
る
。
新
家
は
こ
の

件
に
つ
い
て
も
東
儀
に
仲
介
を
伝
頼
し
、
娘
が

一
条
家
の
家
臣
の
立
川
内
匠
に

嫁
ぐ
こ
と
に
な
っ
た
。
東
儀
か
ら
の
親
類
書
に
よ
れ
ば
、
内
匠
の
姉
が
下
鴨
榊

主
泉
亭
三
位

（梨
本
俊
益
）
の
妻
。
ま
た
、
新
家
千
足
の
妻
の
妹
が
梅
宮
三
位

榊
主

（橋
本
順
福
）
に
嫁
し
て
い
る
。
三
位
の
榊
主
は
、
日
本
中
で
も
少
な
い

の
に
、
そ
の
内
の
二
家
が
近
縁
に
な
っ
た
。
西
尾
城
内
の
榊
社
榊
主
の
新
家
千

〓
一二

足
と
、
京
都
の
有
力
神
主
や
公
家
と
の
姻
戚
関
係
、
ま
た
東
儀
が
そ
の
仲
介
を

し
て
い
る
こ
と
に
注
目
さ
れ
る
。
新
家
千
足
は
、
こ
の
件
を
誇
ら
し
げ
に
羽
田

野
敬
雄
に
伝
え
て
い
る
。

③
史
料
三
、九
月
五
日
付
、
羽
田
野
敬
雄
宛
新
家
千
足
書
状

（前
略
）

一
、
勅
使
ハ
吉
田
家
御
勤
之
旨
、
東
儀
近
州
よ
り
承
申
候

東
儀
に
承
ル

一
、
葵
御
祭
り
鴨
御
神
社
楼
門
之
西
之
廊
に
て
、
笛
隼
集
之
音

い
た
し
候

ハ
、

勅
使
御
参
入
二
付
而
之
義
か
と
存
居
候
処
、
左

ニ
ハ
あ
ら
す
、
東
遊
求
子
の
し

ら
べ
を
い
た
す
二
候
よ
し
、
右
葵
は
京
都
南
都
方
出
仕
、
天
王
寺
方

ハ
当
り
の

人
所
労
等

二
て
、
被
相
頼
候
節
ハ
出
勤

一
、
一
昨
年
大
和

二
而
御
陵
を
堀
、
朱
を
出
し
候
咄
は
、
早
御
聞
及
ひ
の
義

ニ

奉
存
、
書
し
不
申
候

一
、
昨
年
女
御
櫛
之
御
降
誕
様
は
、
直
二
御
行
届
被
為
在
候
旨
、
奉
恐
入
候
御

儀
二
御
座
候

一
、
御
父
天
皇
之
御
法
事

ハ
紫
震
殿
二
而
被
為
行
、
御
祖
父
席
様
よ
リ
ハ
仙
洞

御
所

二
て

（後
略
）

東
儀
文
均
か
ら
新
家
千
足
に
は
、
種
々
の
京
都
情
報
が
伝
え
ら
れ
て
い
た
。

こ
の
書
状
は
そ
の

一
端
で
あ
る
。
こ
う
し
た
情
報
は
、
逐

一
、
羽
田
野
敬
雄
に

伝
え
ら
れ
た
と
思
わ
れ
る
。

④
史
料
四
、十
二
月
十
日
付
、
羽
田
野
敬
雄
宛
新
家
千
足
書
状

一
筆
啓
上
仕
候
、
甚
寒
之
節

二
御
座
候
得
共
、
被
成
御
揃
益
御
勇
健
二
被
成
御
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四
、
〓
一河
東
儀
関
係
史
料

『楽
所
日
記
』
か
ら
文
均
が
三
河
西
尾
の
御
銀
人
幡
宮
榊
主
の
新
家
筑
後
守

家
に
出
張
稽
古
に
出
か
け
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
ま
た
、
嘉
永
元
年

（
一
人
四
人
）
、
四
年
、
五
年
、
安
政
三
年

（
一
人
五
六
）
の
東
儀
文
均
の
美
濃

高
須
や
名
古
屋
で
の
出
張
稽
古
に
つ
い
て
、
楽
奉
行
四
辻
氏

へ
の
届
け
出
は
、

三
河
西
尾
の
新
家
筑
後
守
訪
問
と
し
て
い
る
。

東
儀
文
均
と
新
家
筑
後
守
千
足
と
の
関
係
を
示
す
、
羽
田
野
敬
雄
宛
新
家
千

足
書
状
が
残
さ
れ
て
い
る
。
羽
田
野
敬
雄
は
、
三
河
羽
田
入
幡
官

・
神
明
官
神

主
で
、
文
化
八
年

（
一
人

一
一
）
に
本
居
大
平
、
文
政
十
年

（
一
人
三
七
）
に

平
田
篤
胤
に
入
門
し
た
。
三
河
国
学
の
中
心
人
物
で
あ
る
。
嘉
永
元
年
、
同
志

と
羽
田
文
庫
を
創
設
し
た
。
新
家
千
足
は
、
国
学
関
係
門
人
帳
で
は
確
認
で
き

な
い
が
、
羽
田
野
宛
の
書
状
で
は
、
本
居
国
学
や
特
に
平
田
国
学
に
共
鳴
を
し

て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
、
本
居
宣
長
門
人
の
名
古
屋
の
植
松
有
信
に
は

直
接
、
面
談
し
て
お
り
、
嫡
男
の
甲
斐
守
を
有
信
の
養
子
の
植
松
茂
岳

（尾
張

藩
校
明
倫
堂
教
授
）
に
入
門
も
さ
せ
て
い
る
。
ま
た
、
妻
の
実
家
が
、
東
儀
文

均
の
実
家
と
同
じ
、
南
都
方
楽
人
芝
家
で
あ
る
こ
と
も
確
認
で
き
る
。
以
下
、

こ
う
し
た
件
に
つ
い
て
該
当
部
分
を
中
心
に
抄
録
し
、
解
説
を
し
た
い
。

①
史
料

一
、
（嘉
永
五
年
）
二
月
十
五
日
付
羽
田
野
敬
雄
宛
新
家
千
足
書
状

（前
半
略
）

一
、
当
地
井
西
新
田
持
之
向
々
、
楽
執
心
之
族
御
座
候
二
付
、
近
親
東
儀
近
江

守
三
月
よ
り
来
り
、
稽
古
相
頼
申
度
旨
去
ル
十
四
日
立
二
而
為
差
登
候
間
、
差

来
仕
候
ハ
は
京
地
之
義
共
承
り
可
申
上
と
奉
存
候
、
若
し
御
用
之
義
も
御
座
候

ハ
は
、
可
被
仰
下
候
、
以
上

二
月
十
五
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
千
足
　
拝

羽
田
野
君
　
　
御
許

へ
申
上
候

こ
の
書
状
は
、
『楽
所
日
記
』
に
嘉
永
五
年

（
一
人
五
二
）
に
東
儀
文
均
が

美
濃
高
須
や
名
古
屋
を
訪
問
し
て
後
、
三
月
に
三
河
西
尾
の
新
家
家
と
、
「西

尾
伏
見
屋
新
田
成
瑞
寺
」
を
訪
問
し
、
雅
楽
の
稽
古
を
し
た
記
事
と
完
全
に
符

合
す
る
。
新
家
千
足
は
東
儀
文
均
を

「近
親
」
と
記
し
て
い
る
。
高
須
や
名
古

屋

へ
の
雅
楽
稽
古
に
つ
い
て
、
楽
奉
行
四
辻
氏

へ
、
新
家
訪
問
と
届
け
て
い
る

の
は
、
雅
楽
稽
古
で
は
な
く

「親
成
」
で
あ
る
新
家
家
訪
問
と
い
う
こ
と
で
許

可
を
受
け
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
東
儀
が
来
れ
ば
、
京
都
情
報
も
得
ら
れ
る

と
新
烈
千
足
は
、
羽
田
野
に
告
げ
て
い
る
。

②
史
料
二
、
（嘉
永
六
年
）
七
月
二
十
四
日
付
羽
田
野
敬
雄
宛
新
家
千
足
書
翰

（前
略
）

一
、
飛
鳥
井
様
御
姫
様
之
義
、
鳥
渡
申
上
候
処
、
辻
村
君
に
も
御
申
之
旨
承
知

仕
候
誠
二
以
実
々
申
上
候
、
遠
州

一
之
宮

（小
国
神
社
）
親
類
中
江
ハ
密

二
御
座
候

得
共
、
遠
州

一
之
宮
江
御
約
束
之
御
姉
姫
様

ハ
御
隠
被
成
候
間
、
無
是
非
他
之

御
家
を
、
私
近
親
東
儀
近
江
守
を
以
相
尋
候
処
、
御
三
殿
様
同
人
伺
申
候
処
、

御
名
高
キ
御
殿
も
有
之
、
且
三
宮
様
・相
国
様
御
近
親
井
加
賀
侯

（前
田
斉
泰
）

御
縁
家
も
有
之
、
何
れ
も
様
本
腹
二
而
御
座
候
、
江
州

（近
江
守
）
二
御
直
面

御
頼
之
旨
、
難
有
義

二
奉
存
候
、
遠
州

一
之
宮

二
縁
無
之
者
、
外
江
セ
話
頼
度

候
趣
、
何
れ
様
被
仰
候
旨
、
寺
社
は
難
有
義
と
奉
存
候
、
然
ル
処
、　
一
之
宮
未

夕
何
れ
様
と
も
治
定
仕
呉
不
申
、
甚
以
迷
惑
至
極
仕
候
、
尤
大
水
等

二
而
参
り

兼
可
申
候
得
共
、
日
々
相
待
居
申
候
、
此
義

ハ
極
内
々
二
奉
願
上
候

一
、
先
達
而
も
申
上
候
、
私
別
腹
之
末
女
之
義
、　
一
条
様
御
家
中
江
嫁
入
、
東

〓
一
一
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六
月
十
六
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
文
均

耕
平
様

（吉
田
利
和
）

房
七
郎
様

（吉
田
利
純
）

尚
々
御
家
内
様
方

へ
宜
御
伝
声
可
被
下
候
、
去
月
末
柴
山
氏
御
上
京

二
而
、
四
、

五
曲
合
奏
、
久
々
二
而
承
り
候
、
御
繁
多
之
御
中
、
御
志
之
程
感
心
仕
居
候
御

事尚
々
世
上
睦
ヶ
敷
時
節
相
向
困
居
候
処
、
楽
屋
之
方

ハ
申
年
以
前
よ
り
繁
茂
之

様

二
被
為
候
ハ
、
如
何
之
事

二
候
哉
、
是
ハ
東
都
而
巳
之
事

二
候
哉
、
併
遠
方

よ
り
楽
事
之
往
反
、
矢
張
関
東
辺
か
ら
下
官
下
向
之
儀
綾
々
申
来
候
得
共
、
時

節
相
応
下
向
仕
兼
居
候
得
と
も
、
不
思
議
候
物

二
御
座
候
也

こ
の
書
状
の
要
旨

①
先
年
取
り
次
い
だ
古
管
笙
の
件
、
林
家

へ
御
譲
り
子
細
了
解
、
し
か
し
残
念

の
事
で
あ
る
。
外
で
も
な
く
東
儀
と
同
列
の
楽
人
林
日
向
守
家

へ
御
譲
り
な

の
は
、
こ
の
上
も
な
い
こ
と
で
あ
る
が
、
楽
器
の
執
心
で
は
な
く
、
金
銭
の

た
く
ら
み
あ

っ
て
の
御
譲
り
の
よ
う
な
の
で
、
嘆
か
わ
し
く
思
う
。

②
去
月
柴
山
氏
上
京
の
折
、
四
五
曲
合
奏
し
た
。
繁
多
の
中
、
楽
道
の
志
の
程

感
心
し
た
。

③
世
上
難
し
い
時
節
に
向
か
い
困

っ
て
い
る
が
、
楽
道
は
申
年

（万
廷
元
年
か
、

三
月
桜
田
門
外
の
変
）
以
前
よ
り
繁
茂
な
の
は
不
思
議
な
事
で
あ
る
。
遠
方

か
ら
の
楽
事
の

「往
反
」
や
関
東
方
面
か
ら
の
出
稽
古
の
依
頼
が
来
る
が
、

時
節
相
応
に
出
か
け
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

以
上
五
通
の
関
係
書
状
を
紹
介
し
た
。
書
状
に
出
て
来
る
高
須
の
吉
田
長
右

衛
門

（耕
平
）
は
③
、
吉
田
利
和
、
房
七
郎
は
弟
の
吉
田
利
純
で
あ
る
。
吉
田

三
〇

利
和
は
、
本
居
国
学
を
学
ん
だ
吉
田
利
充
の
次
男
で
、
天
保
二
年

（
一
人
三

一
）

生
ま
れ
で
あ
る
。
安
政
二
年

（
一
人
五
五
）
に
父
の
利
充
が
死
去
し
、
兄
の
利

恭
も
す
で
に
亡
く
な

っ
て
い
た
の
で
、
二
十
五
オ
で
家
督
を
相
続
し
て

「長
右

衛
門
」
を
称
し
た
。
従

っ
て
紹
介
し
た
五
通
の
書
状
は
い
ず
れ
も
、
安
政
二
年

以
降
の
も
の
と
推
定
で
き
る
。
ま
た
、
史
料
五
に

「申
年
以
前
よ
り
繁
茂
」
と

あ
り
、
申
年
は
万
延
元
年

（
一
人
六
〇
）
と
推
定
で
き
る
の
で
、
文
久
頃
の
も

の
だ
と
思
わ
れ
る
。
大
道
寺
玄
春
は
、
天
保
九
年
か
ら
十
年
に
か
け
て

一
度
年

寄

（家
老
）
に
な
り
、嘉
永
六
年

（
一
人
五
三
）
か
ら
文
久
二
年

（
一
人
六
二
）

に
か
け
て
三
度
目
の
年
寄
を
務
め
、
文
久
元
年
に
は
従
五
位
下
駿
河
守
と
な

っ

て
い
る
。
任
官
手
続
き
の
た
め
、
公
奈
と
の
関
係
は
深
い
も
の
で
あ

っ
た
と
思

わ
れ
る
。
大
道
寺
家
家
臣
の
水
野
正
信

（三
四
郎
）
が
、
玄
春
の

「老
衰
」
を

記
し
て
い
る
が
、
書
状
を
文
久
期
く
ら
い
に
想
定
す
れ
ば
、
理
解
で
き
る
。
ま

た
、
ペ
リ
ー
来
航
以
来
の
海
防
関
係
軍
事
費
の
増
大
は
著
し
く
、
倹
約
令
を
出

す
と
と
も
に
、
豪
商
、
豪
農
の
外
、
町
や
村
か
ら
の
調
達
金
は
多
大
に
登

っ
て

い
た
。
大
道
寺
玄
春
が
大
金
を
楽
器
に
投
入
す
る
の
は
、
役
目
柄
知
ら
れ
て
は

都
合
が
悪
い
と
の
水
野
正
信
の
書
状
か
ら
み
て
、
年
寄
在
任
中
と
考
え
ら
れ
る
。

従

っ
て
文
久
元
年
か
ら
二
年
の
あ
た
り
の
書
状
だ
と
思
わ
れ
る
。

雅
楽
は
、
当
然
楽
器
が
必
要
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
書
状
を
見
る
と
、
東
儀
文

均
が
雅
楽
稽
古
に
出
張
し
て
い
る
先
の
門
人
の
楽
器
購
入
に
、
取
次
、
斡
旋
と

い
う
形
で
関
わ

っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
東
儀
か
ら
み
れ
ば
、
稽
古
の
謝
金

の
外
、
楽
器
の
取
次
で
の
手
数
料
も
大
き
な
収
入
で
あ

っ
た
と
い
え
る
。
取
り

次
ぐ
楽
器
が
百
五
十
両
、
百
両
と
い
う
よ
う
な
大
金
で
あ
る
の
で
、
名
古
屋
の

大
道
寺
家
、
覚
正
寺
、
高
須
の
吉
田
家
等
で
も
、
簡
単
に
購
入
す
る
わ
け
に
は

い
か
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
東
儀
、
大
道
寺
、
覚
正
寺
、
吉
田
の
相
互
で
の

駆
け
引
き
を
、
書
状
か
ら
窺
う
こ
と
が
で
き
る
。

雅楽師東儀文均と尾張・美濃・三河

391



致
事

二
付
、
此
段

一
応
及
御
相
談
置
候
様
被
申
付
候
間
、
差
置
可
被
下
候
、
扱

先
生
も
い
ま
た
宜
敷
御
談
待
無
御
座
、
此
度
御
品
二
よ
り
稽
古

ハ
不
被
致
処
奉

存
候
、
何
分
畢
強
主
人
も
近
来
ハ
楽
道
廃
業
、
以
前
之
様

ニ
ハ
無
御
座
、
是
ハ

実

二
老
衰
故
之
事
と
被
存
申
候
、
尊
君
ニ
ハ
定
而
益
御
熟
練
之
御
事
と
被
察
入
、

今
度

ハ
御
差
支

二
而
尊
地
逗
留

ハ
不
被
致
由
、
御
樹
愧
之
事
と
奉
存
候
、
呉
々

も
金
之
義

ハ
先
生
御
猶
更
御
相
談
申
、
其
上
二
而
否
可
申
上
候
、
右
様
思
召
可

被
下
候

一
、
兼
光

一
刀
為
御
見
被
下
候
、
右

ハ
如
仰
先
頃
高
木
様
よ
り
御
噂
有
之
候
処
、

内
実
ハ
評
判
も
不
宜
あ
ま
り
高
直
と
申
事

二
而
、
主
人
ハ
一
覧
不
被
致
候
、
然

る
二
今
度
為
御
見

二
相
成
、
先
は
大
慶
被
存
候
、
篤
と

一
覧
有
之
候
処
、
暫
細

身

二
而
其
上
出
来
不
宜
、
十
五
、
上ハ
金

ハ
実

二
高
価

二
有
之
候
、
持
主
十
日
頃

東
下
之
由

二
而
、
急
之
御
事

二
御
座
候
旨
承
知
仕
候
、
御
大
切
之
御
品
二
候
間
、

先

ハ
致
返
上
候
、
御
改
御
受
取
可
被
下
候
、
又
々
御
見
出
し
候
ハ
ヽ
、
是
二
御

凝
無
御
座
為
御
見
可
被
下
候
、
彼
是
多
事
、
草
々
返
事
迄
申
進
候
、
時
節
折
角

御
厭
専

一
二
祈
入
申
候
、
以
上

六
月
六
日
認

長
右
衛
門
様
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一二
四
郎

御
座
下
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一二
郎
進

こ
の
書
状
の
要
旨

①
笙
の
作
、
譲

っ
て
も
差
し
支
え
な
い
と
の
こ
と
、
過
便
で
は
、
東
儀
先
生
や

覚
正
寺

へ
は
内
密
に
と
い
う
こ
と
で
、
主
人

（大
道
寺
）
も
承
知
で
あ

っ
た
。

と
こ
ろ
が
、
猶
考
え
る
と
こ
ろ
が
あ
れ
ば
、
東
儀
先
生
に
相
談
す
る
の
が
よ

い
と
の
こ
と
で
あ
る
。
証
書
は
拝
見
し
、
主
人
も

一
覧
し
た
の
で
返
上
す
る
。

東
儀
先
生
と
直
接
相
談
し
て
か
ら
可
否
は
返
事
を
す
る
。

当
節
は
倹
約
令
の
中
、
大
道
寺
も
大
金
の
品
を
求
め
た
こ
と
が
、
世
間
に
流

布
す
る
と
役
目
柄

（嘉
永
六
年
か
ら
文
久
二
年
尾
張
藩
家
老
）
心
配
で
あ
る
。

そ
の
た
め
、
「年
限
勘
定
」
で
な
く
て
は
無
理
。
ま
た
、
修
復
し
な
い
と
使
用

で
き
な
い
品
な
の
で
、
「御
戻
の
約
定
」
が
あ

っ
て
は
、
修
復
も
で
き
な
い
。

大
道
寺
は
近
来
は
老
衰
故
楽
道
を
廃
業
、
以
前
の
よ
う
で
は
な
い
。
金
の
件

は
先
生
と
相
談
し
て
後
、
可
否
を
返
事
す
る
。

②
兼
光

の
刀
の
件
、
御
見
せ
下
さ

っ
た
が
、
細
身

で
出
来
が
よ
く
な
く
、

二
十
五
上
ハ
両
は
高
価
な
の
で
、
返
品
す
る
。
こ
れ
に
懲
り
ず
、
ま
た
見

つ

け
た
ら
御
見
せ
く
だ
さ
い
。

（史
料
五
、
エハ
月
二
十
六
日
付
、
吉
田
耕
平

・
房
七
郎
宛
東
儀
文
均
書
状
）

端
裏

「濃
州
高
須
、
吉
田
長
右
衛
門
様
御
座
下
　
　
東
儀
近
江
守
」

「従
京
都

エハ
月
十
六
日
認
」

貴
翰
参
致
拝
見
候
、
如
命
大
暑
之
節
御
座
候
処
、
各
様
愈
御
安
全
珍
喜
之
御
事

奉
寿
候
、
然
は
其
後
は
打
絶
御
無
音
多
罪
真
平
御
宥
恕
可
被
下
候
、
今
般
御
幸

便
二
付
御
便
、且
亦
御
国
産
之
養
老
酒
壱
壼
御
恵
被
下
、兼
而
好
物
之
美
酒
日
々

相
楽
賞
味
仕
候

一
、
先
年
御
取
次
申
置
候
古
管
笙
之
儀
、
御
拠
出

二
付
林
家

（注
、
林
日
向
守
、

東
儀
文
と
同
列
の
天
王
寺
方
楽
人
）

へ
御
譲
り
被
成
候
子
細
、
委
曲
御
申
越
御

尤
千
万
奉
存
候
、
御
趣
意
之
条
相
心
得
申
候
、
併
残
念
之
御
事
奉
存
候
、
不
外

同
列
共

へ
御
譲

二
相
成
候
二
付
、
重
畳
之
事
と
申
度
候
得
と
も
、
是
ハ
器
物
之

執
心
二
而
は
無
之
、　
一
物
有
之
候
而
譲
渡
候
趣
意
は
御
察
侯
、
終

二
は
楽
道
執

芯
之
志
之
手

二
振
候
儀
、
難
出
来
可
相
成
と
被
存
候
二
付
、
此
儀
嘆
ヶ
敷
存
候
、

委
曲
万
端
面
上
之
節
御
咄
可
申
述
候
、
何
分
二
も
御
書
中
之
旨
、
委
細
承
知
仕

置
候
、
此
比
甚
以
多
用
略
答
御
免
可
被
下
候
、
後
便
万
々
可
申
述
候
、
以
上
二
九
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十

一
月
八
日
認
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
士
口
田
長
右
衛
門

房
七
郎

東
儀
近
江
守
様御
坐
下

尚
々
、
此
到
管
大
道
寺
様

へ
は
御
廻
シ
無
申
様
奉
願
候
、
御
仲
間
内
無
事
差
起

候
由
、
不
少
々
重
言
更
二
愕
然
之
仕
合

二
御
座
候
、
乍
筆
尾
、
御
惣
容
様
宜
敷

被
仰
上
被
下
候
様
奉
願
候
、
已
上

こ
の
書
状
の
要
旨

笙
の
件
、
大
道
寺
家

へ
の
返
事
に
は
、
売
切
値
段
を
内
密
し
、
吉
田
が
執
心

の
た
め
、
も
う

一
年
預
か
り
に
し
て
ほ
し
い
と
頼
ん
で
い
る
と
い
う
こ
と
に
し

て
も
ら
え
な
い
か
。
そ
う
す
れ
ば
、
多
忙
中
の
煩
い
も
な
く
、
ゆ
っ
く
り
検
討

が
で
き
る
。

（史
料
三
、
吉
田
長
右
衛
門
宛
大
道
寺
家
家
臣
水
野
書
状
）

端
裏

「
五
月
十
二
日
着
、
大
道
寺
殿
、
笙
之
事
、
東
儀
之
事
」

本
月
十
九
日
御
認
貴
翰
、
今
十
二
日
相
達
拝
読
、
及
御
安
栄
御
暮
奉
欣
喜
候
、

扱

ハ
委
細
御
紙
表
之
趣
、
玄
春
江
申
聞
候
処
、
兼
而
御
噂
御
座
候
御
笙
之
儀
、

何
卒
御

一
盃
二
御
譲
直
段
等
御
聞
セ
可
被
下
候
、
其
上
御
否
被
申
度
存
候
、
尤

東
儀
氏
江
も
御
内
々
之
旨
承
知
被
致
候
、
何
分
御
報

二
御
申
越
可
被
下
候
、
且

東
儀
氏
此
節
当
地

へ
滞
留
と
御
推
察
之
由
、
ま
た
相
見

へ
不
申
候
、
此
段
も
貴

報
寿
可
申
上
旨
被
申
付
候
、
草
々
頓
首

五
月
十
二
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
水
野
三
郎
進

水
野
三
四
郎

吉
田
長
右
衛
門
様

二
人

御
報

こ
の
書
状
の
要
旨

吉
田
か
ら
の
手
紙
を
拝
読
し
た
。
主
人
の
大
道
寺
玄
春
に
伝
え
た
と
こ
ろ
、

噂
の
笙
の
件
、
譲
り
値
段
を
聞
か
せ
て
ほ
し
い
。
そ
の
上
で
可
否
を
判
断
し
た

い
。
こ
の
件
は
東
儀
も
内
々
承
知
で
あ
る
。
東
儀
の
名
古
屋
滞
留
の
推
察
に
つ

い
て
は
、
ま
だ
来
て
い
な
い
。

（史
料
四
、
エハ
月
六
日
認
、
吉
田
長
右
衛
門
宛
大
道
寺
家
家
臣
水
野
書
状
）

昨
五
日
二
尊
鳳
拝
受
、
如
仰
強
吹
御
座
候
処
、
愈
御
安
恭
被
成
御
座
奉
賀
候
、

然

ハ
兼
而
之
弐
管
御
笙
之
義
、
右
之
分
ハ
御
譲
二
相
成
候
而
御
差
支
筋
無
御
座

由
、
夫

二
付
過
便
御
沙
汰

ニ
ハ
、
右
之
段
若
東
儀
先
生
に
相
知
候
而

ハ
御
心
配

之
旨

二
付
、
内
密

二
相
心
得
置
侯
様
被
仰
候
、
猶
又
覚
正
寺
江
も
御
同
様
御
沙

汰
二
付
、
是
段
同
人
よ
り
も
被
申
越
候
共
、
委
曲
主
人
江
申
達
承
知
之
事
御
座

候
、
然
る
処
猶
御
勘
考
御
座
候
而
ハ
、
右
之
段
東
儀
氏
江
有
体
程
能
相
談
之
方
、

可
然
と
御
思
惟
被
仰
下
候
趣
、
委
細
致
承
諸
候
、
”
而
証
書
迄
も
拝
見
、
主
人

江
も
入

一
覧
置
申
候
、
則
返
上
仕
候
、
性
二
御
入
掌
可
被
下
候
、
幸
、
先
生
江

御
直
談

二
仕
候
方
可
然
旨
御
沙
汰

二
付
、
猶
更
熟
談
之
上
否
従
是

二
申
上
候
、

先
生
江
兼
而
御
会
釈
品
御
座
候
旨
、
弥
々
相
談
相
整
候
次
第

二
相
達
候
節

ニ
ハ
、

御
割
合
可
申
候
間
、
此
段
も
心
得
居
申
候
、
扱
先
頃
も
御
咄
申
候
通
、
当
今
節

倹
之
時
節
、
玄
春

二
於
而
も
大
金
之
品
相
求
候
杯
と
申
事
、
世
間
江
流
布
い
た

し
候
事

ハ
御
役
柄
之
義
甚
心
配
二
付
、
年
限
勘
定

二
無
御
座
候
ハ
而

ハ
、
迪
も

御
相
談
か
難
整
相
見
申
候
、
加
之
二
右
器
ハ
修
復
之
上
な
ら
而

ハ
難
用
品
二
付
、

千
辛
万
苦
シ
テ
吹
ケ
ル
様
致
候
処
を
、
又
御
取
戻
と
申
様

二
而

ハ
、
御
双
方
相

談
も
六
ヶ
敷
候
半
哉
、
此
方
之
物

二
致
候
ヘ
ハ
、
た
と
い
改
替
候
而
弥
具
合
あ

し
く
相
成
候
共
、
其
分
之
事
、
又
は
御
戻
之
約
定
有
之
候
而

ハ
、
修
復
も
不
被
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持
主
存
心
相
尋
大
道
寺

へ
懸
ヶ
合
可
申
哉
奉
存
候
、
私
存
心
二
而
は
左
様
之
品

ハ
出
物
類

ニ
ハ
有
之
間
敷
、
且
亦
高
金
御
座
候
ハ
ヽ
、
随
分
御
手

二
入
可
申
哉

奉
存
候
得
共
、
直
段
相
応
亦
下
直

二
は
迪
も
御
手

二
入
間
敷
哉
奉
存
候
間
、
思

召
有
之
候
ハ
ヽ
、
カ
ラ

一
杯
相
働
可
申
哉
奉
存
候
得
共
、
時
節
柄
追
々
押
詰
候

而
、
前
文
之
次
第

二
而
、
私
下
向
之
儀
も
出
来
不
申
、
甚
以
不
弁

二
御
座
候
故
、

以
書
取
申
入
候
、
貴
家
思
召
有
之
候
ハ
ヽ
、
今
金
七
拾
両
御
出
金
二
而
、
御
買

取
二
相
成
候
而
は
如
何
御
座
候
哉
、
尤
売
払
切
之
御
往
反
二
而
、
其
上
貴
家
よ

り

一
管
大
道
寺

へ
春
二
而
も
御
懸
ヶ
合
二
相
成
候
御
工
夫
、
如
何
御
座
候
哉
奉

存
候
、
乍
併
右
之
品
持
主
手
放
し
申
候
も
残
念
被
思
候
哉
存
候
故
、
譲
り
状
相

添
貴
家
よ
り
外

へ
参
り
候
共
、
譲
り
状
御
取
置
被
下
候
様
之
次
第
相
付
候
ハ
ヽ
、

出
来
可
申
哉
奉
存
候
、
当
時
大
道
寺

へ
懸
意
候
機
対
し
、
貴
君
へ
不
実
二
相
当

候
哉
奉
存
候
二
付
、
態
々
以
書
中
御
尋
申
候
間
、
急
々
御
答
被
成
度
候
、
尚
後

便
呈
上
可
申
入
候
、
以
上

霜
月
七
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
文
均

長
右
衛
門
様

尚
々
、
各
様
方

へ
可
然
御
伝
声
可
被
下
候
、
先
達
而
大
道
寺
よ
り
別
紙
到
来
之

処
、
本
文
取
込
二
而
未
返
事
も
不
申
出
候
処
、
貴
家
御
引
上
候
ハ
ヽ
限
月
二
相

成
候
二
付
、
此
段
御
対
談
申
入
候
間
、
急
々
御
答
奉
待
候
事
、
例
之
乱
文
乱
書

御
推
覧
可
被
下
候
御
事

こ
の
書
状
の
要
旨
は
、
次
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。

①
房
七
郎

（利
純
）
か
ら
の
手
紙
を
見
た
上
で
横
笛
大
小
を
東
儀
よ
り
吉
田
に

返
済
し
た
。

②
京
都
で
の
雅
楽
演
奏
に
関
す
る
仲
間
内
の
取
込

・
多
忙
の
件
。

③
東
儀
よ
り
吉
田
家
に
斡
旋
し
た
笙
の
件
。

名
古
屋
の
覚
正
寺
や
大
道
寺
家
か
ら
も
度
々
、
笙
の
件
で
文
通
が
来
る
。
吉

田
家
と
の
引
き
合
い
は
今
月
限
な
の
で
、
今
度
は
大
道
寺

へ
懸
ヶ
合
い
を
し

て
も
い
い
が
、
今
春
に
早
速
承
知
も
さ
れ
た
義
理
も
あ
る
の
で
、
ど
の
よ
う

に
さ
れ
る
か
御
尋
ね
を
し
た
。
持
主
は
相
応
の
値
段
な
ら
売
り
た
い
と
い
う
。

値
段
は
大
が
百
五
十
両
、
小
が
百
両
で
あ
る
。
時
節
が
ら
、
そ
の
値
段
の
ま

ま
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
が
、
吉
田
家
に
購
入
希
望
が
な
け
れ
ば
、
大
道
寺

家

へ
斡
旋
し
た
い
と
思
う
。
私
の
考
え
で
は
高
金
で
あ
る
が
、
め
っ
た
に
な

い
物
な
の
で
、
手
に
い
れ
る
と
よ
い
も
の
で
あ
る
。
値
下
げ
交
渉
は
力

一
杯

す
る
の
で
希
望
な
ら
、
七
十
両
で
購
入
し
て
は
如
何
。
売
払
切
の

「御
往
反
」

な
の
で
、
春
に
も
大
道
寺
家

へ
一
管
、
売
込
み
交
渉
す
る
工
夫
は
如
何
か
。

併
し
右
の
品
、
持
ち
主
が
手
放
す
の
を
残
念
に
思
わ
れ
て
い
る
の
で
、
「
譲

り
状
」
を
添
え
、
又
、
吉
田
家
か
ら
他
家

へ
売
ら
れ
て
も
、
「
譲
り
状
」
を

残
す
こ
と
を
す
れ
ば
、
購
入
が
で
き
る
。
期
限
が
来
て
大
道
寺
家
と
交
渉
に

入
り
た
い
が
、
吉
田
家
の
了
解
な
し
で
は
不
実
に
当
た
る
の
で
、
態
々
手
紙

で
尋
ね
た
。
結
論
を
至
急
知
ら
せ
て
ほ
し
い
。

④
大
道
寺
象
か
ら
の
東
儀
宛
書
状
は
別
紙
。

（史
料
二
、十

一
月
八
日
認
、
東
儀
文
均
宛
吉
田
長
右
衛
門
書
状
）

尚
々
寿
春
来
緩
々
御
談
話
申
上
度
奉
存
候
得
共
、
大
道
寺
様

へ
は
う
り
切
直
段

之
義
等
は
、
御
内
々
二
被
成
下
、
吉
田
氏
執
心
深
と
か
く
の
沙
汰
な
く
、
此
上

二
奉

一
年
預
り
候
様
之
頼
二
付
、
何
も
不
行
届
候
趣
二
御
返
事
被
成
下
候
儀
は

相
叶
不
申
哉
、
此
段
御
相
談
申
上
度
奉
存
候
、
右
様
仕
置
候
得
は
、
多
忙
中
彼

是
之
煩
も
な
く
、
寛
々
御
談
示
も
出
来
仕
候
訳
二
而
、
同
前

二
一
段
之
都
合

ニ

も
奉
存
候
、
厚
御
勘
考
被
成
下
、
御
急
々
二
申
下
候
様
、
奉
伏
願
上
候
、
右
貴

酬
迄
如
此
御
座
候
、
恐
々
謹
言

二
七
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て
い
た
。
こ
の
た
め
五
男
義
比
が
十

一
代
高
須
藩
主
と
な

っ
た
。
嘉
永
三
年

十
二
月
に
従
四
位
下
左
近
衛
少
将
兼
操
津
守
。義
比
は
、安
政
五
年
含

八
五
人
）

兄
慶
勝
の
隠
居
謹
慎
後
、
尾
張
徳
川
家
十
五
代
を
相
続
し
徳
川
茂
徳
と
改
名
し

た
。
、
文
久
元
年

（
一
人
六

一
）
に
は
従
二
位
権
大
納
言
と
な

っ
て
い
る
。

義
建
の
正
室
は
、
水
戸
藩
主
徳
川
治
紀
の
娘
、
規
姫
で
あ
る
。
義
建
の
父
親

で
あ
る
高
須
藩
九
代
松
平
義
和
は
、
水
戸
藩
主
徳
川
治
保
の
子
で
、
文
化
元
年

高
須
藩
主
と
な
り
従
四
位
下
左
近
衛
少
将
来
中
務
大
輔
。
義
和
の
次
男
が
義
建
。

三
男
は
遠
藤
但
馬
守
の
養
子
、
胤
昌
で
あ
る
。
娘
の
宣
姫
は
、
出
雲
広
瀬
藩
主

松
平
直
諒
に
嫁
い
で
い
る
。

義
和
の
三
男
、
義
建
の
弟
の
遠
藤
胤
昌
は
、
東
儀
文
均
が
帰
国
直
前
の
五
月

七
日
に

「遠
藤
殿
へ
昌
輪
、
文
均
参
上
、
数
曲
合
奏
、
遠
藤
殿
若
殿
式
部
少
輔

殿
隼
築
道
入
門
式
、
銀
三
枚
下
さ
る
」
記
し
た
遠
藤
式
部
少
輔
で
あ
る
。
胤
昌

の
養
父
遠
藤
但
馬
守
胤
統
は
、
近
江
三
上
藩

一
万
石
の
藩
主
で
あ

っ
た
。
文
均

が
江
戸
に
稽
古
に
き
た
前
年
の
嘉
永
五
年

（
一
人
五
二
）
に
は
、
江
戸
城
西
の

九
造
営

の
功
績
を
賞

さ
れ

二
千
石

の
加
増
を
受

け
た
。
天
保
十

二
年

（
一
人
四

一
）
か
ら
若
年
寄
を
務
め
て
い
た
。

東
儀
文
均
の
嘉
永
六
年
の
主
た
る
目
的
が
、
遠
藤
但
馬
守
家
で
の
稽
古
で

あ

つ
た
こ
と
か
ら
、
縁
成
で
あ
る
尾
張
藩
支
藩
高
須
藩
隠
居
松
平
義
建
や
そ
の

実
子
の
尾
張
藩
主
徳
川
慶
勝
、
高
須
藩
主
松
平
義
比
や
そ
の
家
臣
団
が
つ
な
が

る
こ
と
に
な
る
。
松
平
義
建
は
、
尾
張
藩
書
物
奉
行
の
深
田
正
部
や
、
尾
張
藩

重
臣
で
文
均
の
指
導
を
受
け
た
大
道
寺
玄
春
や
そ
の
家
臣
水
野
正
信
と
も
繋
が

り
が
あ

っ
た
。
ま
た
、
高
須
藩
に
は
尾
張
藩
か
ら
の
出
向
の
藩
士
も
多
く
、
尾

張
藩
校
明
倫
堂
で
国
学
を
講
じ
た
中
尾
義
稲
は
門
人
の
和
歌
を
集
め
て
、
義
建

に
献
呈
を
し
て
い
る
。

一
一二ハ

三
、
美
濃

。
尾
張
の
東
儀
文
均
関
係
史
料

東
儀
文
均
と
美
濃

・
尾
張

・
三
河
の
関
わ
り
に
つ
い
て
見
て
き
た
。
こ
の
前

提
の
上
で
美
濃
高
須
吉
田
家
史
料
に
見
る
関
係
書
状
と
、
三
河
の
羽
田
野
敬
雄

宛
の
新
家
千
足
の
書
状
を
紹
介
し
た
い
。

（史
料

一
）
霜
月
七
日
付
吉
田
長
右
衛
門
宛
東
儀
文
均
書
状

端
裏

「笙
ノ
事
　
　
一爪
　
東
儀

十

一
月
七
日
出
十
七
日
着
、
十
九
日
返
事
遣
、
三
日
届
候
由
」

別
紙
御
覧
之
上
御
返
事
可
被
下
候
御
事

以
手
紙
得
貴
慮
候
、
寒
冷
之
節
御
座
候
処
、
念
御
安
祥
珍
喜
奉
賀
候
、
然
は
先

比
房
七
郎
君
よ
り
御
差
登
之
書
状
拝
見
之
上
、
横
笛
大
小
返
済
仕
候
処
、
定
而

無
相
違
御
落
手
被
成
候
哉
奉
存
候
、其
節
内
々
申
上
候
仲
間
内
取
込
之
儀
、追
々

及
露
顕
睦
ヶ
敷
筋
合

二
相
成
、
各
方
弁
銀
之
懇
意

工
相
成
、
実
困
入
候
、
去
ル

七
月
中
旬
よ
り
打
懸
り
、
今

一
段
之
落
呑
相
付
兼
、
百
日
余
も
日
勤
同
様

二
而
、

吟
味
高
三
拾
貫
匁
余
之
事
、
心
痛
御
察
可
被
下
候
、
是
ハ
御
内
密
御
他
言
御
無

用
奉
願
入
候
事

一
、
旧
春
御
入
魂
申
入
候
笙
之
儀
、
そ
の
節
貴
家
よ
り
名
古
屋
表

へ
御
相
談

ニ

相
成
候
哉
、
其
制
覚
正
寺
上
景
、
且
亦
大
道
寺
よ
り
も
度
々
文
通
有
之
候

二
付
、

無
余
儀
貴
家

へ
御
文
通
申
入
候
書
付
類
、
為
相
見
申
候
処
、
別
紙
之
次
第

二
相

成
候
、
貴
家
御
引
合
も
当
月
限
御
座
候
付
、
此
度

ハ
大
道
寺
之
筋

へ
懸
ヶ
合
候

而
も
宜
敷
事

二
御
座
候
哉
奉
存
候
得
共
、
兼
而
御
執
心
之
御
事
、
且
亦
当
春
早

速
御
承
知
被
下
候
義
利
迄
も
御
座
候
故
、
御
賢
慮
御
尋
申
入
候
、
持
主
も
相
応

之
値
段
候

ハ
ヽ
、
随
分
売
払
可
申
哉
奉
存
候
、
右
直
段
之
儀
は
、
大
之
方

百
五
十
両
、
小
之
方
百
両
と
申
事

二
而
、
利
当
態
々
御
座
候
得
共
、
当
時
節
柄

二
御
座
候
故
、
左
様
之
利
屈
二
は
参
兼
候
哉
奉
存
候
、
貴
君
思
召
無
之
候
は

ゝ
、
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る
。
十
四
日
に
は
、
昼
後
に
浄
信
寺
で
父
子
稽
古
、
夜
楽
会
。
十
五
日
に
は
、

大
道
寺
家
で
主
人
に
稽
古
、
夕
方
管
弦
。
十
五
日
に
出
立
し
て
い
る
。

帰
途
は
、
二
月
九
日
に
江
戸
出
立
し
、
二
十
六
日
に
京
都
着
。
こ
の
間
、

十
七
日
に
名
古
屋
浄
信
寺
着
、
翌
十
八
日
は
、
高
麗
氏
宅
で
終
日
合
奏
し
た
。

高
麗
氏
と
い
う
の
は
、
尾
張
藩
士
。
に
二
家
あ
り
、
ま
た
名
古
屋
商
人
に
高
麗

屋
が
あ
る
。
他
に
確
認
す
る
史
料
が
見
当
た
ら
な
い
の
で
、
い
ず
れ
と
も
特
定

で
き
な
い
。
十
九
日
に
は
、
「
間
宮
外
記
殿
隼
集
入
門
、
銀
二
枚
」
と
あ
る
。

間
宮
外
記
は
三
千
石
の
重
臣
で
、
こ
の
時
期
に
は
用
人
を
勤
め
、
後
に
年
寄
列

を
経
て
慶
応
元
年
に
は
年
寄

（家
老
）
に
な

っ
て
い
る
。
二
十
日
に
は
、
「
β

信
寺
親
子
稽
古
、
高
木
二
男
入
門
金
二
百
疋
、
渡
辺
三
男
入
門
銀

一
枚
、
濠
信

寺
、
高
一麗
、
森
本
よ
り
金
百
疋
ツ
ヽ
、
安
β
寺
、
覚
正
寺
よ
り
銀
三
匁
ツ
ヽ
」

と
記
し
て
い
る
。
高
木
二
男
、
渡
辺
三
男
が
入
門
し
て
い
る
が
、
名
古
屋
の
高

木
家
は
千
五
百
石
を
筆
頭
に
十
家
ほ
ど
あ
る
。
ま
た
、
渡
辺
家
は

一
万
石
の
半

蔵
魚
を
筆
頭
に
、
こ
の
時
期
年
寄
列
の
新
左
衛
門

（二
千
石
）
、
千
五
百
石
の

監
物
家
等
三
十
家
ほ
ど
あ

っ
た
。
入
門
金
か
ら
み
て
大
身
の
二
男
だ
と
思
わ
れ

る
が
特
定
で
き
な
い
。
ま
た
高
麗
、
森
本
か
ら
の
謝
金
が
記
し
て
あ
る
が
、
尾

張
藩
士
の
森
本
家
は
五
家
あ
り
、　
一
余
は
定
府
な
の
で
、
四
家
が
名
古
屋
で
あ

る
。
二
家
が
百
石
、
他
は
三
十
九
俵
と
三
十
四
俵
で
あ
る
。
先
に
も
出
た
藩
士

の
高
麗
氏
は
二
家
で
い
ず
れ
も
三
十
俵
で
あ
る
。
高
一麗

・
森
本
が
並
列
で
記
し

て
謝
金
も
同
じ
こ
と
か
ら
、
同
じ
江
川
端
に
住
む
、
三
十
俵
台
の
下
級
藩
士
の

可
能
性
が
強
い
。

二
十

一
日
に
文
均
は
、
名
古
屋
浄
信
寺
を
発
足
し
て
高
須
に
向
か
う
。
高
須

で
は
、
着
後
す
ぐ
に
合
奏
を
し
、
翌
二
十

一
日
、
二
十
二
日
、
二
十
三
日
は
終

日
稽
古
を
し
て
い
る
。
新
規
入
門
者
か
ら
は
三
百
疋
、
謝
金
は
各
自
か
ら
百
疋

を
得
て
二
十
四
日
に
高
須
を
出
立
し
て
い
る
。
高
須
で
は
吉
田
家
以
外
に
も
入

門
者
が
い
て
、
相
当
数
の
人
々
に
指
導
を
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

以
上
、
江
戸
行
き
の
往
路

・
復
路
で
の
名
古
屋
や
高
須
で
の
動
向
を
見
た
。

次
に
本
来
の
目
的
の
江
戸
で
の
動
向
を
見
て
お
こ
う
。

②
江
戸
で
の
稽
古

江
戸
に
は
、
二
月
二
十
四
日
に
到
着
し
、
二
月
九
日
ま
で
滞
在
し
て
い
る
。

主
た
る
目
的
は
遠
藤
但
馬
守
家
で
の
稽
古
で
あ
る
。
そ
の
他
、
尾
張
藩
関
係
を

み
て
お
こ
う
。

二
月
二
十
七
日
、
市
ヶ
谷
尾
張
屋
敷
御
長
屋
間
宮
氏
宅
を
岡
江
州

（紅
葉
山

楽
人
岡
近
江
守
昌
輸
）
と
訪
問
。
四
月
二
十

一
日
、
遠
藤
殿
へ
高
須
御
隠
居
摂

津
守
殿
御
出
の
楽
会
が
あ
り
昌
輪
、
文
均
、
久
恭
参
上
。
四
月
二
十
七
日
、
高

須
御
隠
居
屋
敷

へ
昌
輪
、
文
均
、
久
恭
、
山
田
元
三
郎
参
上
。
中
飯
頂
戴
、
夕

方
数
曲
合
奏
、
酒
肴
飯
、
銀

一
枚
頂
戴
。
五
月
八
日

（餞
別
と
し
て
）
尾
州
細

井
よ
り
金
百
疋
。

尾
張
藩
の
上
屋
敷
は
市
ヶ
谷
に
あ
り
、
江
戸
詰
中
の
藩
士
の
住
居
と
し
て
屋

敷
内
に
長
屋
が
あ

っ
た
。
間
宮
氏
宅
は
、
そ
の
中
に
あ

っ
た
と
思
わ
れ
る
。
往

路
の
名
古
屋
で
間
宮
外
記
が
隼
集
入
門
と
あ

っ
た
の
で
、
江
戸
詰
中
の
間
官
氏

は
、
息
子
で
あ
ろ
う
。

四
月
二
十

一
日

（嘉
永
六
年
）
に
、
遠
藤
但
馬
守
屋
敷
に

「高
須
御
隠
居
、

摂
津
守
御
出
」
と
あ
る
。
「御
隠
居
」
は
尾
張
藩
支
藩
高
須
藩
十
代
藩
主
松
平

義
建
で
、
「摂
津
守
」
は
十

一
代
藩
主
松
平
義
比
で
あ
る
③
。
義
建
は
天
朱
三

年

（
一
人
三
二
）
に
従
四
位
下
左
近
衛
少
将
兼
摂
津
守
に
任
官
し
た
。
嘉
永
三

年

（
一
人
五
〇
）
十
月
に
隠
居
し
、
摂
津
守
を
改
め
、
中
務
大
輔
と
な
っ
て
い

る
。
義
建
の
次
男
は
、
嘉
永
二
年

（
一
人
四
九
）
に
尾
張
徳
川
家
を
相
続
し
た

十
四
代
徳
川
慶
勝
。
三
男
武
成
は
、
石
見
浜
田
藩
主
松
平
武
楊
の
養
子
に
な

っ

二
五
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の
こ
と
で
あ
る
。
和
歌
も
よ
く
し
た
よ
う
で
、
竹
尾
正
久
編
の

『類
題
三
河
歌

集
』
や
村
上
忠
順
編
の

『元
治
元
年
千
首
』
に
養
之
の
号
で
入
集
し
て
い
る
。

碧
海
郡
東
浦
村
の
本
問
家
は
、
安
永
九
年

（
一
七
八
〇
）
に
賀
川
門
籍

（京
都

の
産
科
医
）
と
な

っ
た
本
間
元
亮
、
天
明
三
年

（
一
七
八
三
）
に
同
じ
く
賀
川

門
籍
と
な

っ
た
本
間
周
平
、
文
化
二
年

（
一
人
〇
五
）
に
二
十

一
方
で
荻
野
元

凱

（朝
廷
の
医
師
）
門
人
と
な

っ
た
本
間
周
吾
が
い
る
。
本
間
周
造
も
奈
業
を

つ
い
で
医
師
で
あ

っ
た
と
思
わ
れ
る
。

名
古
屋
の
覚
正
寺
は
、
も
と
伊
勢
長
島
に
あ
り
城
南
山
覚
正
寺
と
い
っ
た
。

長
島

一
向

一
揆
の
後
に
富
永
村

（名
古
屋
市
中
川
区
）
に
移
転
し
た
。
そ
の
後

元
和
年
中
に
名
古
屋
玉
屋
町
に
移
転
し
た
が
、
富
永
村
に
も
同
じ
覚
正
寺
の
名

で
残

っ
た
。
文
化
五
年

（
一
人
○
入
）
の

『張
藩
習
楽
人
物
史
』
は
、
覚
正
寺

恵
了
が
林
広
猶
か
ら
琵
琶
、
山
井
維
寧
か
ら
笛
を
習
っ
て
い
る
と
記
し
て
い
る
。

清
水
禎
子
は
⑤
「恵
了
は
林
広
猶
か
ら
改
流
し
て
豊
原
文
秋
の
門
人
と
な
り
、

豊
原
家
の

『中
間
師
匠
』
と
し
て
職
人

・
商
人

・
神
官

・
僧
侶
に
鳳
笙
を
教
授

し
て
豊
原
家

へ
の
入
門

・
相
伝
を
仲
介
」
し
た
と
い
う
。
ま
た

「細
野
要
斎
の

『葎
の
滴
感
興
浸
筆
』
に
は
、
覚
正
寺
が
音
楽
に
詳
し
い
こ
と
で
有
名
で
あ
り
、

尾
張
藩
重
臣
大
道
寺
玄
春
が
覚
正
寺
に
雅
楽
を
学
ん
だ
と
記
し
て
い
る
」
と
い

う
。
尾
張
本
草
学
者
の
研
究
組
織

「嘗
百
社
」
の
来
歴
を
大
河
内
存
真
が
記
し

て
い
る
が
⑥
、
覚
正
寺
で

「詩
経
名
物
ノ
会
」
を
開
く
こ
と
が
あ

っ
た
と
記
し
、

そ
の
頭
注
に
「覚
正
寺

ハ
本
町
　
　
丁
ロ
ニ
テ
笙
ノ
笛
ヲ
能
ク
奏
す
る
人
ナ
リ
」

と
記
し
て
い
る
。
覚
正
寺
の
雅
楽
は
、
本
車
学
者
の
間
で
も
知
ら
れ
て
い
た
よ

う
で
あ
る
。

嘉
永
六
年

（
一
人
五
三
）
は
二
月
八
日
か
ら
五
月
二
十
五
日
に
か
け
て
東
儀

文
均
は
江
戸
に
行
く
。
江
戸
で
も
尾
張
藩
関
係
や
三
河
関
係
が
み
ら
れ
る
の
で
、

人
項
で
検
討
す
る
。

二
四

そ
の
後
文
均
は
、
安
政
三
年

（
一
人
五
三
）
五
月
二
十

一
日
か
ら
六
月

二
十
九
日
に
か
け
て
、
美
濃
竹
ヶ
鼻
、
高
須
吉
田
家
、
名
古
屋
Ｆ
信
寺
、
東
照

官
楽
役
、
美
濃
了
応
寺
、
大
垣
桐
山
家
に
出
張
し
て
い
る
。

美
濃
了
応
寺
は
、
美
濃
国
羽
栗
郡
東
小
熊
村
に
あ
る
真
宗
大
谷
派
の
寺
院
で

あ
る
。
東
小
熊
村
は
尾
張
藩
領
で
あ
り
、
名
古
屋
Ｆ
信
寺
と
同
じ
、
真
宗
大
谷

派
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
静
信
寺
の
紹
介
に
よ
っ
て
文
均
が
指
導
に
訪
れ
た
の
だ

思
わ
れ
る
。

安
政
五
年

（
一
人
五
五
）
に
は
、
二
月
二
十

一
日
か
ら
六
月
二
十
五
日
に
か

け
て
、
美
濃
竹
ヶ
鼻
、
高
須
吉
田
家
、
名
古
屋
汗
信
寺
、
安
β
寺
、
熱
田
社
等

へ
出
張
し
て
い
る
。

以
上
、
個
別
に
検
討
し
た
が
、
出
張
先
の
美
濃
の
場
合
は
、
尾
張
藩
支
藩
の

高
須
藩
、
美
濃
の
尾
張
藩
領
で
あ
る
こ
と
を
確
認
し
て
お
き
た
い
。

二
、
嘉
永
六
年

（
一
人
五
三
）
の
江
戸
行
と
尾
張

冒
頭
で
述
べ
た
南
谷
美
保
の
論
文
は
、
主
と
し
て
東
儀
文
均
の
嘉
永
六
年
の

江
戸
下
向
に
つ
い
て
、
『楽
所
日
記
』
を
基
礎
に
検
討
し
た
も
の
で
、
興
味
深

い
内
容
に
満
ち
て
い
た
。
た
だ
、
こ
れ
も
尾
張
藩
研
究
や
三
河
研
究
の
側
か
ら

見
る
と
、
ま
た
別
の
興
味
深
い
事
実
も
浮
か
び
あ
が
る
。
こ
の
視
点
か
ら
、
見

て
お
き
た
い
。

①
往
路

。
復
路
で
の
名
古
屋

・
高
須
稽
古

嘉
永
六
年
二
月
九
日
に
京
都
を
出
立
し
た
文
均
は
、
二
十
四
日
に
江
戸
に
着

い
て
い
る
。
途
中
、
十

一
日
に
、
高
須
吉
田
家
に
泊
ま
り
、
夕
飯
の
後
に
合
奏

稽
古
、
翌
十
二
日
は
終
日
稽
古
を
し
、
十
三
日
に
百
疋
の
謝
儀
を
手
に
し
て
名

古
屋
に
向
か
い
、
浄
信
寺
に
着
く
。
夜
は
本
町
の
有
名
旅
宿

「駒
庄
」
に
泊
ま

雅楽師東儀文均と尾張・美濃・三河

397



名古屋芸術大学研究紀要第 34巻 (2013)

尾
張
藩
重
臣
三
千
五
百
石
大
道
寺
玄
春
は
、
天
保
九
年

（
一
人
三
人
）
か
ら

十
年
に
尾
張
藩
年
寄

（家
老
）
。
天
保
十
年
か
ら
嘉
永
六
年

（
一
人
五
三
）
年

寄
列
。
嘉
永
六
年
か
ら
文
久
二
年

（
一
人
六
二
）
年
寄
。
文
久
二
年
に
は
、
従

五
位
下
駿
河
守
に
叙
任
さ
れ
た
。
大
道
寺
家
に

「楽
役
」
が
あ

っ
た
こ
と
は
興

味
深
い
事
実
で
あ
る
。

浄
信
寺
は
①
、
浄
土
真
宗
大
谷
派
の
寺
院
で
、
七
世
慈
聞
は
笛
を
山
井
景
和

に
学
ん
だ
。
入
世
慈
照
は
、
押
小
路
大
納
言
の
二
男
で
あ
る
。
九
世
慈
明

（羽

塚
秋
楽

・
通
広
）
は
、
慈
照
の
二
男
で
兄
は
慈
階
、
弟
は
慈
住
で
あ
る
。
慈
明

（文
化
十
年

，
一
人

一
三
～
明
治
二
十
年

・
一
人
人
人
）
は
、
大
神
基
争
に
笛
、

安
倍
季
良
に
隼
築
、
豊
原
陽
秋
に
笙
を
学
ん
だ
。
天
保
九
年
に
二
十
五
才
で
九

世
汗
信
寺
住
職
と
な

っ
て
い
る
の
で
、
東
儀

『楽
所
日
記
』
に
出
て
く
る
β
信

寺
は
、
慈
明
で
あ
る
。
東
儀
の
出
張
稽
古
ば
か
り
で
な
く
、
慈
明
等
が
稽
古
の

た
め
に
上
京
し
た
り
、
尾
張
に
お
い
て
東
儀
家

へ
の
入
門
の
仲
介
を
し
て
い
る

こ
と
も
記
さ
れ
て
い
る
。

嘉
永
元
年

（
一
人
四
人
）
五
月
二
十
五
日
か
ら
六
月
二
十
九
日
に
は
、
美
濃

高
須
吉
田
家
、
同
竹
ヶ
鼻
、
名
古
屋
浄
信
寺
、
大
道
寺
家
、
熱
田
宮
、
東
照
宮

楽
役
に
出
張
し
て
い
る
。

美
濃
竹
ヶ
鼻
は
豊
か
な
商
人
が
多
く
、
俳
譜
も
盛
ん
な
在
町
で
、
尾
張
落
領

で
あ

っ
た
が
、
こ
の
時
期
に
は
、
近
江
人
幡
と
の
交
換
と
い
う
こ
と
で
幕
府
領

と
な

っ
て
い
た
が
、
名
古
屋
と
の
つ
な
が
り
が
深
い
。

東
照
宮
楽
役
は
、
名
古
屋
城
内
の
東
照
官
に
寛
永
八
年

（
一
六
三

一
）
、
尾

張
藩
初
代
義
直
が
十
三
人
の
楽
人
を
召
し
抱
え
た
こ
と
か
ら
始
ま
る
。
幕
末
に

は
楽
人
の
家
は
十
五
家
、
人
員
十
七
人
で
あ

っ
た
９

『名
古
屋
市
史
』
風
俗

編
は
、
楽
人
の
内
、
恒
川
家
と
吉
川
家
の
楽
事
経
歴
を
掲
載
し
て
い
る
。
こ
の

内
、
恒
川
家
五
世
弥
兵
衛
重
紀
は
、
弘
化
二
年
に
隼
集
を
東
儀
文
均
に
、
嘉
永

二
年
に
争
を
四
辻
前
大
納
言
に
、
嘉
永
六
年
、
蘇
合
香
を
同
師
に
、
安
政
三
年

（
一
人
五
六
）
に
蘇
合
合
、
四
帖
只
拍
子
、
高
秋
楽
を
東
儀
文
均
に
学
ん
だ
と

い
う
。
六
世
弥
太
郎
重
冨
も
、
元
治
元
年

（
一
人
六
四
）
に
隼
集
を
東
儀
文
均

に
学
ん
で
い
る
。

一号
水
四
年

（
一
人
五

一
）
は
、
五
月
八
日
か
ら
六
月
五
日
に
か
け
て
、
近
江

人
幡
井
狩
氏
、
美
濃
高
須
吉
田
家
、
尾
張
津
島
堀
田
家
、
名
古
屋
い
信
寺
、
同

大
道
寺
家
、
安
β
寺
、
熱
田
楽
役
衆
に
出
張
し
て
い
る
。

尾
張
津
島
堀
田
家
③
と
い
う
の
は
、
津
島
牛
頭
天
王
社
神
官
の
堀
田
右
馬
太

夫
年
足
家
の
こ
と
だ
と
思
わ
れ
る
。
年
足
の
妻
貞
子

（寛
政
七
年

。
一
七
九
五

～
明
治
八
二

人
七
五
）
は
、
京
都
正
親
町
三
條
家
の
娘
で
、
香
川
景
樹
、
熊

谷
直
好
ら
に
歌
道
を
学
び
、
香
道
、
書
、
琵
琶
に
優
れ
て
い
た
。
そ
の
嫡
男
堀

田
茂
之

（天
保
元
年

・
一
人
三
〇
～
明
治
四
十
年

，
一
九
〇
七
）
も
熊
谷
直
好

の
和
歌
を
学
び
、
能
楽
、
管
弦
、
書
に
優
れ
て
い
た
と
い
う
。
嘉
永
四
年
に
は
、

年
足
の
年
齢
は
不
明
だ
が
、
貞
子
は
五
十
六
才
、
茂
之
は
二
十

一
方
で
あ
る
。

名
古
屋
安
β
寺
は
、
汗
信
寺
九
世
慈
明
の
弟
の
慈
住
の
こ
と
で
あ
る
。
安
β

寺
慈
住
も
ま
た
、
兄
慈
明
と
と
も
に
雅
楽
を
学
び
、
兄
と
同
様
に
東
本
願
寺
楽

頭
と
な
っ
て
い
る
。

嘉
永
五
年

（
一
人
五
二
）
に
は
、
二
月
二
十
九
日
か
ら
聞
二
月
を
経
て
三
月

六
日
ま
で
、
美
濃
高
須
吉
田
家
、
名
古
屋
汗
信
寺
、
同
大
道
寺
家
、
三
河
西
尾

新
家
家
、
三
河
西
尾
伏
見
屋
新
田
成
瑞
寺
、
帰
路
津
島
堀
田
家
に
出
張
す
る
。

ま
た
、
人
月
三
日
か
ら
十
月
二
十
五
日
に
美
濃
高
須
吉
田
家
、
津
島
堀
田
家
、

名
古
屋
β
信
寺
、
三
河
東
浦
本
間
氏
、
名
古
屋
覚
正
寺
、
大
道
寺
家
等
に
出
張

す
る
。

三
河
東
浦
本
間
氏
。
と
い
う
の
は
、
天
保
十
四
年

（
一
人
四
三
）
に
大
坂
の

８

儒
者
で
書
家
の
篠
崎
小
竹
に
入
門
し
て
い
る
三
河
碧
海
郡
東
浦
村
の
本
間
周
造
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は
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
が
、
史
料
的
に
は
多
く
残
さ
れ
て
お
ら
ず

「東
儀
文

均
が

『楽
所
日
記
』
に
お
い
て
、
複
数
回
に
わ
た
る
地
方

へ
の
出
張
稽
古
に
出

か
け
た
記
録
を
残
し
て
い
る
こ
と
は
、
き
わ
め
て
貴
重
な
も
の
で
あ
る
」
と
い

う
。
『楽
所
日
記
』
と
い
う
の
は
、
東
儀
文
均

（
一
人

一
一
～

一
人
七
三
）
が
、

天
保
十
五
年

（
一
人
四
四
）
正
月
よ
り
、
死
去
す
る
前
年

の
明
治
五
年

（
一
人
七
二
）
ま
で
書
き
記
し
た
日
記
で
あ
る
。
こ
の
日
記
か
ら
、南
谷
は

「
こ

れ
ら
の
出
張
先
は
、
お
お
む
ね
決
ま

っ
た
地
域
の
定
ま

っ
た
関
係
者
の
元
へ
出

か
け
る
と
い
う
も
の
で
あ
り
、
東
儀
文
均
の
出
張
先
も
、
美
濃
、
名
古
屋
、
三

河
と
い
う
範
囲
を
中
心
と
す
る
も
の
で
あ

っ
た
」
と
い
う
。
尾
張
藩
重
臣
大
道

寺
家
の
家
臣
水
野
三
四
郎
か
ら
美
濃
高
須
の
吉
田
家
に
宛
て
た
書
状
、
三
河
西

尾
の
新
家
千
足
か
ら
羽
田
野
敬
雄
に
宛
て
た
書
状
に
、
東
儀
文
均
が
登
場
す
る

の
は
、
『楽
所
日
記
』
の
記
載
か
ら
す
れ
ば
、
当
然
の
こ
と
で
あ

っ
た
と
い
え
る
。

東
儀
文
均
の
主
た
る
出
張
稽
古
先
で
あ
る
、
美
濃
、
名
古
屋
、
三
河
の
具
体

的
な
内
容
を
南
谷
の
整
理
に
よ
る

『楽
所
日
記
』
か
ら
確
認
し
、
出
張
稽
古
先

に
つ
い
て
出
来
る
限
り
の
解
説
を
し
て
お
き
た
い
。

『日
記
』
に
見
る
東
儀
文
均
の
地
方

へ
の
出
張
稽
古
の
最
初
は
、
天
保
十
五

年
十

一
月
三
日
か
ら
十
日
の
近
江
人
幡
井
狩
氏
で
あ
る
。
『日
記
』
が
天
保

十
五
年
か
ら
始
ま

っ
て
い
る
の
で
、
実
際
に
は
、
こ
れ
以
前
に
も
地
方
出
張
稽

古
を
行

っ
て
い
た
可
能
性
も
あ
る
。
と
こ
ろ
で
、
こ
の
近
江
人
幡
井
狩
氏
に
出

張
稽
古
に
出
か
け
た
天
保
十
五
年
は
、
す
で
に
尾
張
藩
が
、
美
濃
竹
ヶ
鼻
と
交

換
す
る
こ
と
で
、
近
江
入
幡
を
領
有
し
て
い
た
時
期
で
あ
る
。

天
保
十
五
年
は
、
弘
化
元
年
に
改
元
し
た
年
で
あ
る
。

翌
弘
化
二
年

（
一
人
四
五
）
は
、
二
月
六
日
か
ら
十
四
日
に
、
近
江
八
幡
井

狩
氏
。
五
月
十
四
日
か
ら
七
月
十

一
日
に
か
け
て
、
近
江
八
幡
井
狩
氏
、
安
土

浄
厳
院
、
美
濃
高
須
吉
田
奈
、
三
河
西
尾
御
剣
人
幡
宮
榊
主
新
家
筑
後
守
方
、

一
一二

尾
張
熱
田
社
楽
役
衆
、
名
古
屋
大
道
寺
楽
役
、
同
浄
信
寺
。
十
月
二
十
四
日
か

ら
十
二
月
二
日
に
か
け
て
美
濃
高
須
吉
田
を
経
て
名
古
屋
で
あ
る
。

東
儀
文
均
の
、
美
濃
、
名
古
屋
、
三
河
の
具
体
的
な
出
張
稽
古
先
に
、
美
濃

高
須
吉
田
家
、
三
河
西
尾
新
家
筑
後
守
、
名
古
屋
大
道
寺
楽
役
が
あ
り
、
書
状

と
完
全
に
符
号
す
る
。

と
こ
ろ
で
、
美
濃
高
須
と
い
う
の
は
、
尾
張
藩
の
支
藩
で
あ
る
美
濃
高
須
藩

三
万
石
松
平
摂
津
守
家
の
城
下
町
で
あ
る
。
江
戸
の
四
谷
に
屋
敷
が
あ

っ
た
こ

と
か
ら
、
四
谷
松
平
家
と
も
い
う
。
独
自
の
家
臣
も
い
た
が
、
尾
張
藩
か
ら
の

出
向
の
家
臣
が
家
老
を
は
じ
め
、
相
当
教
い
た
。
出
向
家
臣
は
、
名
古
屋
に
屋

敷
が
あ
り
、
数
年
後
に
は
名
古
屋
に
帰

っ
た
。
美
濃
高
須
吉
田
余
は
、
高
須
城

下

の
富
商

で
あ

っ
た
。
吉
田
家
は
茂
三
郎
利
茂

（
利
充
）
が
文
政
四
年

（
一
人
三

一
）
に
本
居
春
庭
に
入
門
し
て
国
学
を
学
ん
だ
。
こ
の
後
を
継
い
だ

の
が
次
男
の
利
和
で
あ
る
。
墓
碑
に
よ
れ
ば
、
吉
田
家
当
主
は
累
代
長
右
衛
門

を
称
し
た
。
利
和
は
、
天
保
二
年

（
一
人
三

一
）
生
ま
れ
で
、
耕
平
と
改
め
る
。

安
政
二
年

（
一
人
五
五
）
に
父
が
死
去
し
、
兄
が
こ
れ
よ
り
前
に
死
去
し
て
い

た
た
め
、
二
十
五
才
で
家
を
継
い
だ
。
和
歌
を
香
川
景
恒
、
熊
谷
直
好
に
学
び
、

茶
道
を
千
玄
々
斎
、笙
を
豊
原
陽
秋
に
学
ん
だ
。
明
治
二
十
三
年

（
一
人
九

一
）

に
衆
議
院
議
員
と
な
っ
て
い
る
。
東
儀
文
均
が
吉
田
奈
に
稽
古
に
訪
れ
た
弘
化

二
年
は
、
利
和
が
十
四
才
で
あ
り
、
父
も
兄
も
存
命
で
あ

っ
た
の
で
、
弟
も
含

め
親
子
兄
弟
四
名
が
指
導
を
受
け
た
と
思
わ
れ
る
。

東
儀
の
出
張
先
に
尾
張
熱
田
社
楽
衆
が
あ
る
。
熱
田
神
宮
は
古
く
か
ら
舞
楽

が
行
わ
れ
て
い
た
が
、
中
世
の
断
絶
を
経
て
元
禄
十
二
年

（
一
六
人
九
）
、
尾

張
藩
三
代
藩
主
綱
誠
が
楽
員
十
三
名
を
撰
定
し
、
舞
楽
を
再
興
し
た
。
文
政
元

年

（
一
人

一
人
）
に
は
楽
人
若
山
久
安
を
京
都
に
派
遣
し
学
ば
せ
、
ま
た
師
家

を
招
き
楽
員

（楽
衆
）
の
研
鑽
に
勤
め
た
と
い
う
。

雅楽師東儀文均と尾張・美濃・三河
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（音
楽
学
部
教
養
部
〈こ

は
じ
め
に

『愛
知
県
史
』
資
料
編
近
世
学
芸
の
た
め
の
史
料
調
査
を
し
た
際
、
雅
楽
師

の
東
儀
近
江
守
文
均
の
名
前
が
記
さ
れ
た
書
状
が
、
①
美
濃
高
須
の
吉
田
家
文

書
②
三
河
の
羽
田
野
敬
雄
に
宛
て
た
新
家
千
足
書
状
に
見
る
こ
と
が
で
き
た
。

吉
田
家
文
書
中
の
書
状
は
、
東
儀
文
均
か
ら
吉
田
家

へ
宛
て
た
も
の
と
、
尾
張

藩
の
重
臣
大
道
寺
家
家
臣
の
水
野
三
四
郎
か
ら
商
人
の
吉
田
家

へ
宛
て
た
書
状

で
あ
る
。
美
濃
高
須
の
吉
田
家
と
三
河
西
尾
の
神
主
新
家
千
足
と
東
儀
文
均
の

関
連
が
、
十
分
に
理
解
で
き
な
か
っ
た
た
め
、
新
家
千
足
と
東
儀
家
の
つ
な
が

り
の
記
さ
れ
た
書
状
を

一
通
の
み

『愛
知
県
史
』
資
料
編
近
世
学
芸
に
掲
載
し

た
が
、
吉
田
家
の
書
状
と
新
家
千
足
の
東
儀
と
の
つ
な
が
り
を
示
す
他
の
書
状

の
掲
載
は
見
送

っ
た
。

そ
の
後
、
南
谷
美
保

「江
戸
時
代
の
雅
楽
愛
好
家
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
ー
東
儀

文
均
の

『楽
所
日
記
』
嘉
永
六
年
の
記
録
よ
り
見
え
る
も
の
―
」
亀
四
天
王
寺

国
際
仏
教
大
学
紀
要
』
第
四
〇
号
）
が
、
東
儀
文
均
と
美
濃
高
須
吉
田
家
、
尾

張
藩
大
道
寺
家
、
三
河
神
主
新
家
家
の
つ
な
が
り
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
こ
と

に
気
が
つ
い
た
。
南
谷
が
、
東
儀
文
均
の
日
記
か
ら
拾
い
出
し
た
三
者
の
関
係

の
上
に
、
改
め
て
吉
田
本
書
状
や
新
家
千
足
書
状
を
乗
せ
て
見
る
と
、
雅
楽
の

背
後
に
あ
る
、
国
学
や
尾
張
藩
、
尾
張
藩
支
藩
で
あ
る
、
美
濃
高
須
藩
と
の
関

係
も
見
え
て
く
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
清
水
禎
子

「尾
張
に
お
け
る
奏

楽
人
の
活
動
に
つ
い
て
」
が
明
ら
か
に
し
た
尾
張
の
幅
広
い
雅
楽
の
展
開
、
坪

内
淳
仁

「近
世
後
期
豪
農
層
の
文
化
展
開
と
茶
の
湯
―
尾
張
国
海
西
郡
荷
之
上

村
服
部
弥
兵
衛
家
に
み
る
」
（
い
ず
れ
も
、
岸
野
俊
彦
編

『尾
張
藩
社
会
の
総

合
研
究
』
二
所
収
）
で
明
ら
か
に
さ
れ
た
、
豪
農
服
部
家
周
辺
の
雅
楽
と
も

つ

な
が
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
本
稿
で
は
、
『愛
知
県
史
』
で
収
録
で
き
な
か

っ

た
史
料
紹
介
も
兼
ね
て
、
こ
れ
ら
の
関
係
に
つ
い
て
明
ら
か
に
し
た
い
。

一
、
東
儀
文
均
の

『楽
所
日
記
』
に
み
る
地
方
雅
楽
の
展
開

近
世
の
朝
廷
の
雅
楽
演
奏
組
織
を
三
方
楽
所
と
い
う
。
楽
人
の
本
拠
地
が
京

都
、
奈
良

（南
都
）
、
大
坂

（天
王
寺
）
の
三
ヶ
所
に
存
在
し
た
か
ら
で
あ
る
。

京
都
に
在
住
し
た
天
王
寺
方
の
楽
人
、
東
儀
近
江
守
文
均
は
、
南
都
方
楽
人
芝

家
の
芝
葛
起
の
三
男
で
、
芝
葛
具
と
名
乗

っ
た
。
そ
の
後
、
在
京
の
天
王
寺
方

楽
人
東
儀
文
暉
の
養
子
と
な
り
、
さ
ら
に
分
家
の
東
儀
文
信
の
跡
を
継
い
だ
。

東
儀
文
暉
に
は
、
実
子
の
文
静
が
い
た
。
こ
れ
が
東
儀
河
内
守
文
静
で
あ
る
。

南
谷
美
保
は
、
三
方
楽
所
楽
人
の
地
方

へ
の

「出
稽
古
」
は
、
珍
し
い
こ
と
で

一
一
一
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